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序　　 文

美浜町には約130 ヶ所に及ぶ遺跡が残されています。過去に発掘調査が行われた

獅子塚古墳、興道寺窯跡、口背湖遺跡、浄土寺古墳群、松原遺跡など、ここに全て

を記すには枚挙に暇がありませんが、いずれも若狭地方の古代を考える上で重要な

遺跡群です。

本書には、美浜町教育委員会が平成12年度から同14年度までに実施した発掘調査、

試掘調査のうち、国庫補助金、県費補助金によって行われた調査の結果が収録され

ています。

本書が多くの方々に活用されることにより、遺跡保護についてより一層の理解、

認識を深め、文化財愛護、郷土愛の啓発、普及につながることを切望いたします。

なお、調査に際しては、関係者各位、町民の皆様の心温まる御支援がありました

ことに心より御礼申し上げます。今後も文化財保護・活用のために全力を尽くす所

存でありますので、変わらぬ御支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成15年３月

美浜町教育委員会

教育長　　浅 妻　保



例　　言

１　 本書 は、美浜町教育委員会が平成12 年度から同14 年度 までに国庫補助金、県 費補助金の交付 を受けて

実施し た埋 蔵文化財の調査報告である。調査地は表１、 第１図に掲げた。調査遺跡 の収録は調査年次順

とした。

２　調査体制は下記 のとおりである。

調査主体者　 西野喜代二 （美浜町教育委員会教育長、平成12 年度）

浅妻　 保　 （美浜町教育委員会教育長、平成12 ～14 年度）

事　 務　 局　 南　 正明　 （美浜町教育委員会事務局長、平成12 年 度）

中川利夫　 （美浜町教育委員会事務局長、平成13 ～14 年度）

西田　 宏　 （美浜町教育委員 会事務局文化財保護活用政策参事、平成12 ～13 年度）

東田仁幸　 （美浜町教育委員会事務局文化財保護・町誌編纂室長、平成14 年 度）

担　　　 当　 松葉竜司　 （美浜町教育委員会事務局文化財保護・町誌編纂室学芸員、平成12 ～14 年度）

調　 査　 員　 上田智也　 （美浜町教育委員会事務局嘱託、平成12 年度）　　 原田絹代 （同、平成13 年度）

調査作業員　 秋山喜久枝、伊藤和子、今村清治、上野 山稔、上村芳男、大村義弥、木村孝、金谷幸子、

川口瑞絵、川畑良樹、木村孝、久保正、久保正男、小林三雄、小山友、塩野悦子、鈴木梨沙、

高木武太郎、武田絵理、武長照江、田村千賀子、道幸明、中原あゆみ、西田幸子、橋本友美、

原田美代子 、藤長和夫、宮下恵子、山本剛、吉本正治、綿田さだ汪

３　調査対象地位置図は国土地理院発行 レ50,000 地形図、調査区位置図は美浜町発行1/2,500 地形図をそ れ

ぞれ一部改変して使用した。

４　 挿図に示す方位は磁北である。挿図中に国土座標値を示す ものは調査当時の第IV 座標系 に基づく。

５　 遺構 番号は調査時の番号を再整理した。遺構一覧表申、遺構平面 ・断面観の分類基準は以下のとお り。

平面Ｔ　　円形のプランをもっもの。正円に近いものをａ、長楕円のものをｂとに細分する。

II　　方形のプランをもっもの。正方形に近いものをａ、長方形に近いものをｂとに細分する。

ｍ　　長方形のプランをもっもの。　　　　　　Ⅳ　　不定形のプランをもっもの。

断面Ｉ　　丸底状であるもの。深さにより、浅い方からａ、ｂ、ｃとに細分する（以下、剛 。

ｎ　　平底状であるもの。　　　　　　　ｍ　　尖底状であるもの。　　　　　Iv　　不定形であるもの。

６　 遺物実測図の縮尺 はレ ３を基本 とした。図中の遺物断面 は須恵器を黒塗り、その他の遺物を白抜 きと

した。

７　本書の執筆、編集 は桧葉が行った。

８　 現地調査・報告書作成で下記 の機関・個 人に御指導、御協力 を賜っ た。（敬称略）

福井県教育庁文化課文化財保護室、福井県教育庁埋蔵文化財調査センター、美浜町上木開発課、

美浜町シルバー人材センター

赤洋徳明、鯵本真由美、網谷克彦、入江文敏、（故 ）武長篤行、大同芳男、鳥居直也、中西昭二、

中野拓郎、畠中清隆、服部修一、松川 雅弘、水野和雄、三辻利一、森川治、 山口悦子、山口充

９　 出土遺物、記録類 は美浜町教育委員会文化財保護 ・町誌編纂室が保管してい る。

番号 遺 跡 名 箇 所 所　在　 地 原因者 土地所有者| 調査種別 目　的 現地調査期間 面積(ぽ) 調査担当者 價　考

１ 興道寺遺跡　|中ノ丁１区 美浜町興道寺８号　I 関根貧史　|塚原勇
巾ノT37番　　　 ｉ

発掘調査 土地造成・建物建設に係る
事備調査

平成12年８月口日～同９月13日 464松葉．上田

２ 藤ノ木遺跡 |美浜町郷市18号
金廻り４番

増井郁夫 同左 試掘調査 住宅建設に係る事前調査　　　|平成13年３月６日～同３月８口　　　　40
，　　　　　　　 ｜

松葉

３ 竜沢寺心跡 美浜町金山２号
野寺３番３～っ5

社会福祉法
人美方福祉

宗教法人曹洞宗
湖嶽山龍洋寺

発掘調査 土地造成・建物増築に係る
|事前調査

平成13年,６月４日～同６月６日
平成13年７月９日～｢司８月３ｍ

試掘22
発掘303

松葉．原田

４ 興道寺遺跡 土井ノ112区 芙浜町興遁寺９号　| 中罵二郎
|一井ノ上８番

同左 試掘調査 土地造成に係る事前調査 平成13年７月23日～|司７月24日 56松葉、原田

５ 興道寺古墳群|中町２区 美浜町興道寺10号
内町46冊

馬野一司 藪ノ内勝美 試掘調査 土地造成・建物増築に係る
事前詞査

平成14年４月４日～同４月12日 87松葉 耕作者
丙野弥太郎

６

- ７

一 一８

早瀬遺跡 美浜町早瀬IS号中村谷
26・28番、19号村中ノ
片７番・９番｜・２

－ 工井五一
玉井静枝

濫匙萱郎_
西野正一

試掘調査

一 一試掘岡査

員徨調盃‾

内容確認 平成14年５月15日～同６月５口 24松葉

興迫廃寺遺跡 渕ノ上１区

一 一１号墳

美浜町興遠寺６１　 １　－
渕ノL15番・26番１

内容確認　　　　　　　 け成14年７月１口～同７月31日 192松葉

寺山古墳群 美浜町久々 子寺山４　｜　 ‾ 佐支神社 内容確詔 平成14年９月24日り司10月]1口 ８松葉 測量143面

表１　調査対象地一覧
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第１[図　調査対象地位置図
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Ｉ

興道寺遺跡（中ノ丁１区）調査報告

１　 調 査 概 要

調査地は興道寺遺跡の北東縁部に位置し、標高21.4m の耳川左岸低位段丘面に立地する。弥生時代後期

から中世 までの複合遺跡であり、興道寺地係をほぼ含むように広く展開する。調査地周辺では美浜町教育

委員会による数度の調査、福井県埋蔵文化財調査センタづ こよる発掘調査が行われており（鯵本2002）、律

令期を中心に古墳時代後期から中世に至るまでの遺構群が検出されている。また、遺跡が立地するこの河

岸段丘面には集落遺跡（興道寺遺跡、藤ノ木遺跡）、墳墓遺跡（獅子塚古墳、興道寺古墳群）、生産遺跡

（興道寺窯跡）、寺院遺跡（興道廃寺遺跡）などの多様な

遺跡分布が認められる。

調査地は1997 年に発掘調査を実施した土井ノ上１区調

査址註1から町道金安線を挟んだ南西隣の水田である。調

査に際しては土井ノ上１区調査地で検出した律令期集落

遺構の西への広がりを考慮して建物物基礎部分に464m2

の発掘調査区を設定した。

２　 基 本 層序

上層から、第１層：灰褐色砂質土（耕作上）、

第２層：黒色砂質上～粘質上（遺物包含層）、

第３層：暗褐色～極暗褐色粘質上（部分的に

牒混入、旧表土層）、第４層：褐色粘砂土 （段

丘表層）、第５層：にぶい黄褐色粘質上・砂傑

～褐色粘質上・砂牒 （径30cm までの㈱混入、

段丘構成層）である。第１～２層において須

恵器杯類の破片を数点採集しか。

第１層下、調査区西側に標高約20.5～21.0m

に第２層がほぼ水平に分布する。調査区南西

部に第３層が存在しない範囲が認められる。

調査区南東から北西に向かって標高約20.5

～21.0m に第４層が緩やかな傾斜をもって分

布するが、調査区南東部では第１層下に第４

写真１　現地説明会風景

第２図　調査区位置図（縮尺1/2,500）

層上面、あるいは部分的に第５層上面、花岡岩風化揉が露頭し、また調査区北東部、北西隅には第１層下

に撹乱が入り込んで第４層に至るなど全体的に調査区東側で第２～３層の削平が顕著である。

律令期の遺構面となる第３～４層の上面レベルを復元すれば、調査区外東側の町道金安線付近を最高位

とし、土井ノ上１区調査地、及び中ノ丁１区調査地に向けてそのレベルを低下させる極微地形a2を有して

いたものと推測され、かつでの高位面上の遺構は調査区の遺構分布にみるとおり既に削平によって消失し

ているものと思われる註3．

１
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９ 褐色粘質土

(径3 ～10cm燎混入、第５層)

10 にぶい黄褐色粘質土～砂燎

(径0.2～7cm 喋、第５層)

５ 暗褐色粘質土 〔硬混入、第 ３層〕 （径5 ～30C･ 硬混入 、第５層）

６ 極褐色暗粘質土（第３層）　12 褐 色粘砂土（第４層）

７ 暗褐色粘砂土（授乱）　　　13 灰 白硬（花崩岩風化嘆）

第 ３ 図　 調 査 区 平 面 ・ 土 層 断 面 図 （ 縮 尺1/200 ）

３　 検 出 遺 構

調査に際しては、第３層、及び第４層上面に精査の主眼をおいた。検出された遺構は、竪穴建物１棟（Ｓ

Ｂ１）、柱列 工基（ＳＡ１）、土坑６基（ＳＫ１～６）、溝１条（ＳＤ１）、小穴44基（P1 ～44）である。

竪穴建物

ＳＢ１は一辺がやや直朧匪に乏しい歪な正方形であり、建物西縁掘り形で13 度西偏する。南北3.64m 、

東西3.56m 、深さ0.41m 。灰黄褐色砂質上、黒褐色粘質土を覆土にもち、標高20.7m 前後に径10～20cm 程の

傑が多量に埋没する。

床面は第５層上面まで掘り込み、標高20.6m 付近に位置する。北東隅のカマド左前面の範囲に淡黄色砂

質土を叩き締めた貼床面をもっ。

遺物は床面直上から土師器甕３点（１～２）、製塩土器１点（３）が、覆土から須恵器杯Ｂ蓋２点（４）、

杯Ａ１点（５）、杯Ｂ１点（６）、土師器甕６点（フ～８）、製塩土器８点（9 ～10 ）、鉄釘１点（11）がい

ずれも破片で出土した。　１～２はそれぞれ覆土中のものと接合関係にあり、３は接合関係にある３片を會

めた床面出土の４片で一個体を構成する。覆土中の土師器甕３点（フ）、製塩土器３点（９）はカマド付近

から出土した。

建物にはカマド１基（ＳＸ１）、集石遺構１基（ＳＸ２）、柱穴７基（Ｐ１～７）を伴う。

ＳＸ１はＳＢ１北東隅に造り付けられたカマドであり、掘り形、両袖部と煙道部からなる。掘り形端

部一煙道端部長1.74m 、両袖部長0.89m 、煙道部長0.69m 、掘り形最大幅0.78m 、両袖部最大幅0.67m 、右

袖部最大幅0.24m 、左袖部最大幅0.24m 、煙道部最大幅0.2m 。標高20.6m 付近に煙道部底面、及び両袖残存

部の上端を検出した。右袖部は拳大程の傑を芯材として淡黄褐色粘土を叩き締め、さらに上位を褐色土で

２
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第４図　ＳＢＩ平面・断面図（縮尺1/50）

固めるが、左袖部は淡黄褐色粘土の

叩き締めのみが残存する。右袖最奥

部は砂岩嫁を縦位に据える。両袖部

ともに被熱し赤変する。カマド支脚

は認められない。煙道部は両袖部の

主軸から南に逸れ、左袖部の延長上、

建物外 に延びる。両袖部と煙道部と

の主軸のズレは袖部の造り直しを示

唆している。煙出し部は叩き締めた

淡黄褐色粘土の上に翔 を芯材として

褐色土を固めて整地し、さらに大ぶ

りな傑を上部に積むことによりトン

ネル状 に造る。カマド上部には焼土、

炭が多く混じる黄褐色土、建物覆土

の黒褐色粘質土が堆積する。

カマドを断ち割ったところ、右袖

部褐色土中に須恵器杯Ａ口縁部片が

混入した状態で出土した。

訃

゛　　ＩＩ　　　…………………………几卜卜卜 ………l………
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第５図　ＳＢＩ遺物出土状況図（縮尺1/50）
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《土層名》

黒褐色粘質土（建物覆土）

黒褐色粘質土（燃土・炭多く混入、建物覆土）

黄褐色土（燃土・炭多く混入、建物覆土）　 一

褐色土（焼土ブロック・炭含む、袖部構成上）
ｅ

淡黄褐色粘土（袖部構成土）

黒褐色土（煙道埋土）

暗褐色土（掘り形埋土）　　　　　　　 一

暗褐色粘石土（炭化物・焼土・灰多く混入） ｄ

／

黒褐色粘砂土（炭化物・焼土・灰多く混入）

Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　 ｌｍ

卜

斗

☆ヶ

第６図　ＳＢＩ一ＳＸＩ～２平面・断面図（縮尺1/25）

SX2 はＳＢ１床面重縁中央部付近、ＳＸ１南側で検出した。東西、南北ともに0.57m の崩れた楕円形

であり、士坑状に掘り込む。標高20.6m 付近、床面と同一レベルに5 ～16cm 程の砂岩、花岡岩傑の平坦面

を上に向けて不規則に配する。敷石の被熱状況は明確ではない。遺構の深さは0.54m で、敷石の下部は径

２ｃｍ程の傑が混入する暗褐色粘砂土、黒褐色砂質土を埋土にもち、ともに多量の炭化物、焼土、灰が混じ

る。土師器甕細片２点が暗褐色粘砂土から出土した。

なお、建物東縁掘り形に洽って第４層を意識的に掘り残しか最大長1.83m 、最大幅0.32m の細長い棚状平

坦面が認められ、前面にやや大ぶりな傑を備えている。

Ｐ１～７はいずれも建物壁面に沿って、Ｐ１を除く６基で六角形に配される。いずれも円形の掘り形を

もち、規模も径0.2m 程とＰ３を除いて比較的近い。底面まで浅く、埋土はいずれも黒褐色士からなる。明

確な柱当たりをもたない。いずれも出土遺物はない。

柱列

ＳＡＩは、ＳＢ１の北側に東西４間×南北１間を検出した。東西4.05m 、南北1.10m 。柱穴６基（Ｐ１～

６）で構成される。いずれも円形の掘り形をもち、規模は径0.3m 程。底面レベルは20.6m 前後である。黒

褐色土の埋上をもつ。Ｐ４、Ｐ５で柱当たりを確認した。Ｐ５は小穴P11 を切り、Ｐ６は小穴P12 に切られ

る。ＰＩ埋土から土師器甕片が、Ｐ２埋土から薄手の製塩土器片がそれぞれ１点出土した。

４
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第フ図　ＳＡＩ平面・断面図（縮尺1/50）

土坑

ＳＫ２は南北2.54m 、東西0.47m の溝状の平面形。深さ0.32m 。小穴P15 に切られる。ＳＫ３は東西1.34

m 、南北1.04m の楕円形。深さ0.43mo S K 4 は東西検出1.04m 、南北0.47m の長楕円形。深さ0.40mo S

K5 は南北1.74m 、東西0.88m の崩れた楕円形。深さ0.54m 。小穴P37 に切られる。ＳＫ６は南北検出0.86

m 、東西0.64m の楕円形。深さ0.46m 。いずれも出土遺物はない。
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第８図　ＳＫ２～６平面・断面図（縮尺1/50）

溝

ＳＤ１は調査区を東西に延び、検出長約16m 、最大幅で1.00m。淡黒褐色粘質土を埋土にもち、P28 ～

34、P38 ～39に切られ、東西両側を撹乱に切られる。諸制約により、未掘である。

５
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ＳＢ 仁 ＳＡ１を構成するものの他に、P1 ～44の44基がある。径0.2～0.5m 程の円形の平面形をもつも

のが大半であり、深さも約0.2m までと浅い。 19基に柱当たりが残っており、建物柱穴を構成するものと思

われるが、第３～４層の削平が顕著であり、性並びは確認できなかった。 P28～34、P38 ～39がＳＤ１を

切る。Ｐ７がＰ８を切り、Ｐ９がP10 を切る。 P11がＳＡ１－Ｐ５を切り、P12 がＳＡ１－Ｐ６に切られ

る。 P32埋士から土師器甕細片が出土しか。

遺 構
規　　模（m ）　　 。..

町而I　　　　　 遺　構　埋　上　　　　　　Ｏ灸出面
ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　 （標高）

底 面

(標高)
山　上　 遺　物 備　考長 軸 短 袖 深さ

ｌ 四

ＳＢＩ

一 一ＳＸ１
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東西　0.42 南北　0.411 0,22ｌａ ｌｂ皿十．暗褐色粘砂土　　　　　　　　　　　　　20,82 20.60 ｜｜

Ｐ ６

-Ｐ ７
東丙　0.20 1 南北　0.161 0j5ｌａ　ｌａ埋十．黒褐色砂質土 20､79 20.64
南北　0.37 1 東西 〇.31O､131 1aｌａ埋土 黒褐色砂質土 20､80　20.67 Ｐ８を切る

Ｐ８ 南北（0.38） 東西　0.20 ｏ」９１１ｂ ｌａｌ埋十．黒楊色砂質上 20.82 20.63 ， Ｐ７に切られる
Ｐ９ 東丙　0.34 南北　0.33 0.31ｌａ ｌｂｌ什復 黒褐色柚質上　 掘り形 暗褐色砂質土　　　　　　20.81 20.50 P10を切る
Ｐ］０ 南北　0.45 ， 東西　0.331 0.24ｌｂ Ｉｖｂ 什痕 黒褐色枯質上　 掘り形 暗褐色砂質土 20.80 20.56 Ｐ９に切られる
Ｐ川 暇 西　 〇.32

一 一
南 北　0.28

南北　0.25 0.11　1b
-
0.141 1a

ｌａ 朴痕 黒色十． 掘り形 明褐色十． 20.791　20.68 ＳＡ１-Ｐ５を切る
P12
-
P13

東西　0.25 １い埋上 黒褐色砂買上 20.791　20.65 1 ＳＡ１,Ｐ６に切られる
南北　0.34 1 東西　0,32 0.19工ａ ｌａ 柱疸 ，男色十　掘り形 褐色土 20.80 20.61

P14

一 一P15

一 一一
P16
一 一Ｐ 口

南北　0.33 1 東西　0,27 0.25二ｂ，ｌｂ 柱疸 黒褐色枯砂土　 掘り形 にぶい黄褐色砂質十.1　20.80 20,55
南北　0.24 東四　 〇.200.21　1aｌｂ 柱択 皿色土　掘り形 明同色土 20.77 20､56
南北　0.35 東西　〇.281 0.20ｌａ Ｔｂｌ柱疸 黒褐色砂質十． 指り形 暗褐色枯砂上 20.74　20,54
南北　0,2S I 東西　0､251 0.13ｌａｌｌａ 柱痕 黒褐色粘砂十． 据り形 赤褐色祐砂上 20.75 20.62

P18

一 一
P19

一 一
P20
-
P21

南北　0.22 東西　0.20 0,42ｌａ ＩＣ 邦土 明黄褐色粘貿十.　　　　　　　　　　　20,78 20,36
東西　0､18 南･北　0.16 0.17 1a 二ａ 緑土 明褐色柚質十 20.78 20.61
東西　0.44 1 南北　0.341 0,16ｌｂ 二ａ迎十．黒褐色粘砂土 20,77 20.51
雨北　0.31 東西　0.30 o､21ｌａｌｌｂ 理十．にぶい黄褐色柚砂土 20,791　20.58 1

P22 南北　0.30 東丙　0.28 ０」３１１ａ Ｈａ埋十 褐色柚砂上　　　　　　　　　　　　1　20.78 20.65
P23 南北　0.40 1 東西　0.30 0.20ｌｂ 二ｂ 堆土 黒褐色粘砂土 20,76 20.56
P24 南北　0.40 東西　0.28 0.16ｌｂ ｌａｌ埋十 黒褐色柚砂上 20､77 20.61
P25 南北　0.44 東西　0.40 0.20ｌａＩＩｖｂ 什痕 黒褐色枯砂上　掘り形 暗褐色粘質土 20､76・　20.56
P26 南北　0.42 1 東西 0.38 0.2011b Ⅳｂ 杜痕 黒褐色柚砂上　 掴り形 暗褐色砂疎土　　　1　20.71 20.51
P27
-

P28
-

P2 り

－-
P30

一 一P31

東西　0.30 南北　0.28 0.23ｌａ Ｈｂｌ柱痕 黒褐色粘質上部混　掘り形 黄禍色括質十 20.70 20.47
南 北　0.18
一 一
南 北　0.22

東西　0.18 0.11工ａｌｌａ 埋土 黒褐色砂質土 20.70 20.59
東四　0.21 0.1011a Ｈａ 埋土 にぶい黄褐色砂質上 20.721　20.62

収西　0.32 1 南北　0,26 0.10ｌａ ｎａ 桂疸 黒褐色糖質土　 掘り形 褐色砂質上 20.69 20.59
市北　0.28 東西　0,28 0.19Ｉａ ｌａ 埋上 皿褐色砂㈱土 20.70 20,51

P32

一 一P33
南北　0.24 東酋　〇.230.12ｌａ，ｌａ 理上 黒褐色砂哲十 20.61 20,49上師器甕I　　　　　　　　I
東西　0.32 1 南北　0.26 ０．１６１１ａ ｌａ 柱疸 黒褐色砂質十． 据り形 明荷褐色柚質上 20.661　20,50

P34

一 一P35
南北　034 東酉　0.30 0.33Ｉａ 二bl柱痕 黒褐色砂砂十　掘り形 明荷褐色粘砂上 20.68 20.35
南北　0､36 東西　0.30 0.13ｌａｌｌａ 往疸 黒褐色砂質土　 掲り形 明輿褐色粘質上 20.65 20.42

P36

一 一
P37

一 一P38

南北　0.36 1 東西　0.31 ０．２５１１ａｌＨｂ 柱痕 黒褐色粘砂土　掘り形 褐色砂貧土 20.66

一 一一20,67

20,41
東西　0.28 曲北　0.241019 ｌａ ｎａ 緑十．褐色柚砂土 20.48 ｜東酉　0､32 南北　0.29 0.15－　 －

0.13

一 一0.11

ｌａ 二ａ 杜痕 黒褐色柚砂土　押り形 褐色柚砂士． 20.69 20.54
P39 南北　0.31 東西　0.24 Ｔｂｌｌａ 埋十．褐色柚砂土　　　　　　　　　　　　　20.72 20.59 1
P40 漸北　0.33 1 東西 0.28 Ｔａ ｎａ 什辰 黒褐色粘砂土　掘り形 褐色粘砂土 20,62 20.51
P41 南北　0.34 東丙　0.28 0.10一緬 一寸 元十回

ｌａ ｎａ 埋十．黒褐色粘砂土 20､52 20.42
P42 南北　0.26 ｌａ Ⅲａ 埋十．褐色柚砂上 20,4り1　20.33
P43 南北　0.34 東西　0.30 ０」２ １ａｌｎａ 埋土 褐色粘砂上 20.49 20.371
P44 東西　0.26 南北　0.24 0.13ｌａ Ｈａ 埋土 褐色粘砂土　　　　　　　　　　　　1　20.46 20.33

表２　遺構一覧表

４　 出 土 遺 物

１～２は土 師器甕。　１は口縁 部片。口縁部復元径20.０ｃｍ、口頚部復元径17.８ｃｍ。口縁 部は厚 く、短く外

反し、端 部を丸く収める。胴 部内面 にケズリ を施す。 細片資料に強い ナデ によって口縁部内面に数条から

６



なる凹線 を残す、い わゆる段状口縁甕が存在する。 ２は底部片。丸底。外面 は強いナデを全面に施し、内

面に指押 さえ疸が残る。３は製塩土器 と思 われる個体片。器壁 は厚い 。外面 は部分的にケズリを、内面は

緩いナデを施す。胎土の特徴 は極めて粗い。 ４は須 恵器杯Ｂ蓋片。復元径17.６ｃｍ。端部を内方 に強く折 り

返し か後、鋭 く収める。天井部はやや肩 が張 るものの扁平である。 天井 部外面 に厚 く降灰。５は杯 Ａ片。

復元径12.６ｃｍ、器高3.０ｃｍ。口縁部は外方にまっすぐのびる。底部外面はヘラで二次調整する。６は杯Ｂ片。

器高3.３ｃｍ。口縁 部は外方 にまっすぐのびる。高台は丁寧に作り、さほど外に張らず、内側で接地する。 フ

～ ８は土 師器甕片 。器壁 は薄い。胴部外面にハケメ、内面 にケズリを施す。 フ外面のハケメは極細かい。

9 ～10 は製塩土 器口縁部片。口唇部が僅か に開 く。９の口縁部は丁寧なナデを施す。 10は強く屈 曲する。

11 は鉄釘。基部 の端 をそのまま折り曲げて頭部を作出する折釘である。断面は方形を呈する。
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第９図　 出土遺物実測図（縮尺1/3）
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番号 遺構・層位 種 別II器 種
法 量 （cm） 刎雇卜吐 宋折 統寺 胎 土　・ 焼 成 色　洞 残 存 率 備　考
口径 器高 その他　｜　　　　　 ’’

１ ＳＢ１床面 土師器 亮 (20.0)
－ L｣頚部(17.8)胴部内面ケズリ 密（長石・石英一雲は） 焼成良好 明褐色 口縁部1/6胴鄙片

２ ＳＢ１床面 土師器 乱
－ －　　 － 外面強いナデ 内座指押さえ 密（長石・石英若干、雲母多） 焼成良好 明褐色 底部1/3

３ ＳＢ１床面,裂塩
－ － 底部外面一部ケズリ 粗（長石・石英・雲母・粗砂） 焼成良好 黄灰色 破片 焼塩壹？

４ ＳＢ１覆土 須恵器II杯Ｂ蓋 （17,6）I－ やや荒（長石多） 焼成良好 灰色 口録部l/4　　　1降灰

５ ＳＢ１咬土 須恵器 杯Ａ (12,6) 3.0 底部外面ヘラ調整 密 焼成良好 灰色 1/8

６ ＳＢ１良土 須恵器 杯Ｂ
－ 3.31　　－ 密 焼成良好 灰色 I/8

７ ＳＢ１覆上 士.師器 甕
－ 一　　 一 外面ハケメ 内面ケスリ 密 焼成良好 にぶい黄褐色口頚部破片

８ ＳＢ１頂上i土師器 亮
－ 外面ハケメ 内面ケスリ 密 焼成良好　　　　　　　　　I 褐色 胴鄙破片　　　 ！

９ ＳＢ１覆土 製塩　Ｉ
－ － －　I 口禄部ナデ　　　　　 密（粗砂若干） 焼成良好 根色 口縁部破片　　 Ｉ

10 ＳＢ１覆土 製塩
－ － 密（粗砂若干） 焼成良好 灰黄褐色 口縁部破片

１１ ＳＢ１覆土 鉄釘 折釘
－ －I長さ（15.n

－
－

表３　遺物一覧表

フ



５　 ま と め

調査によって土井ノ上１区調査時に検出し七律令期集落の西への広がりを示す遺構群を検出した。古墳

時代後期には興道廃寺推定址付近の高位面を積極的に選址した遺構分布がみられたが註4、興道廃寺建立を

契機に強い土地規制下、低位面に集落域を展開させたものと推測される。

調査の成果として遺跡内で初めて律令期の竪穴建物に付随する造り付けカマドを検出した。カマドの概

略は既述のとおりであるが、断ち割りによってカマドの構築について以下の知見を得た。　１．床面から前

面を浅く、奥側を深めに掘り形を掘削するとともに第４層上面から煙道部を掘り込む。 ２．掘り形最奥部

に傑を芯材に粘土を叩き締めて煙出し部との接点を作り出し さらに傑・粘土を積み上げて煙出し部を構

築する。 ３．掘り形の前面を整地した上で、鏝奥部と煙出し部との接点から前面に向かって㈱を芯材とし

て粘土を叩き締めながら両袖部を形成する。 ４．掘り形前面の凹凸を貼床によって整形する。

竪穴建物ＳＢ１の構造は、明確な床面形成、壁面に洽う柱穴配置、造り付けカマドの有する点で土井ノ

上１区竪穴建物ＳＢ１～２と共通する柚。遺跡内での律令期の普遍的な竪穴建物構造と思われる。さらに

この中でも竪穴建物ＳＢ１は、平面規模、カマド横の土坑状施設の存在、建物覆土からの一定量の製塩土

器片の出土、あるいは土器胎土の非常に粗く、復元径が小さく、器形が鍋、または砲弾状を呈すると思わ

れる製塩土器個体乱の散在が認められる点で土井ノ上１区ＳＢ２と強い共通性をもつ。建物の性格につい

ては土井ノ上１区検出掘立柱建物群との機能差を考慮して改めて検討したいむ。

掘立札建物は、ＳＢ１－Ｐ３、ＳＡ１－Ｐ２の札穴、小穴P2 、PLP10 、P13 ～14 において桁行５

間×梁行２間以上の建物を構成する可能性があるが、柱穴の切り合いから竪穴建物ＳＢ１に後続すると思

われ、該期の掘立柱建物は認められなかった。

註

註1　興道寺遺跡内において過去に行われた調査を以下のとおり区分した。

士井ノ上１区　　1997 年調査　民同企業社屋新築工事に係る発掘調査（既報）

土井ノ上２区　　2001 年調査　本報告　IV

土井人ヒ３区　　2001 年調査　美浜町水防倉庫新築工事に係る試掘調査（未報）

中ノ丁　 １区　　2000 年 調査　本報告　Ｔ

註2　ここでいう極微高地（高位面、低位面）は、段丘面、自然堤防と後背湿地といった広義の地形区分を指すものではなく、高低

差が数ｍ内での段丘表層起伏といった狭義の微地形区分に基づいている。

注3　土井ノ上１区遺構面西側を中心に同様に砂傑が混じる段丘表層、段丘構成層の砂傑層の露頭を確認している。

なお、土井ノ上１区調査報告（美浜町教育委員会1998 、以 下略）ではこの範囲を河道跡と報告した。ここで修正する。

註4　本報告「IV　 興道廃寺遺跡（渕ノ上１区）調査報告　５．まとめ］に記述。

註5　土井人L1 区調査報告では竪穴建物ＳＢ１についてカマドが存在しないものと報告したが、再度、調査図面、写真を検討する

ことによって建物北束隅部に造り付けカマドを備えていた痕跡を確認した。

証6　土井ノ上 工区調査報告資料125 、407 、409、本報告３を指す。これらの資料について三重大学人文学部教授、山中章氏（当時、

向日市埋蔵文化財センター）が長岡京域出土資料との対比において焼塩壷である可能性を示唆されたOjj 中1998 ）。

註7　土井ノ上１区調査報告で貯蔵穴としたＳＢ２床面上坑S K33 について最上位の敷石の有無に構造差があるものの、埋士に多く

の焼土、仄か混入しており、本報告ＳＢ１－ＳＫ１と同様の性格をもつカマドとは別の火処と想定レ 船岡式併行期の範暗に會

まれない異質な製塩土器個体を焼塩壷と評価した土で竪穴建物をいわゆる調塩に関わる工房と捉えた（松葉2002 ）。しかし、現

段階でカマド、及びカマド横の土坑状遺構と製塩土器群の明確な共伴関係は認められない。さらに資料の蓄積を待つ必要があ

る。

［引 用 ・参考文 献］

鯵本具友美　2002　 「興道寺遺跡」r 第17回発掘調査報告会資料』福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

松葉竜司・鯵本派友美　2002　 「7. 興道寺遺跡」『福井県嶺南地方の考古学』嶺南地方の考古学を学ぶ会

美浜町教育委員会　1998　 『興道寺遺跡』美浜町教育委員会

山中　章　1998　 「焼塩を食しか古代都市民　～焼塩壷の流通からみた宮都の都万陸～」『年報都城９』㈲向日市埋蔵文化財セッター
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Ｈ　藤ノ木遺跡調査報告

１　 調 査 概 要

調査地は藤ノ木遺跡の西縁部に位置し、標高12m 前後の耳川左岸の低位段丘面末端に立地する。古墳時

代から中世までの複合遺跡であり、郷市地係をほぼ包括するように興道寺遺跡の北側に広く展開する。調

査地周辺での既往の調査はない。調査に際しては調査後の地盤不等沈下による影響などを考慮して、建物

建築予定地外の土地造成部分に２本のトレンチからなる40㎡の試掘調査区を設定した。

第10 図 調査区位置図（縮尺1/2,500）

２　 基 本 層 序

上層から、第１層：瓦傑土（現代の整地判 、第２層：黒褐色止、第３層：明黄褐色土（段丘表層）であ

る。　１トレンチ土層断面に僅かに残

る第２層の分布、検出遺構埋土の状

況からみて該地に黒色土系の遺物包

含層堆積があったものと思 われる。

第３層は美浜町上野から興道寺にか

けて広がる河岸段丘面表層から連続

し、さらに北方の洪水山付近まで延

びると考えられる段丘表層の粘土層

である白。

《土層名》

１　 瓦榛土（第１層）

２ 黒褐色土（第２層）

＼　　　　　　　　　 ／　　３ 黒褐色粘質土 （ＳＢＩ）

１
．０ｍ

｀
＼７ ６　 １　 ５　

ノ 
４ 黒褐色土（SBI-PI ）

一 一　
→　-5

黒褐色砂篠土

（径0.5 ～3.0cm 燎混入、SDI ）

６ 黒褐色土
(明黄褐色土ブロック混入、SKI)

７ 黒褐色土（SKI ）

斜線 明黄褐色土（第３層）

Ｘ

づ

０　　　　　　　　 ４ｍ
匹

丁 二耳∧
１トレン チ

第11 図　調査区平面・土層断面図（縮尺1/200）
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３　 検 出 遺 構

調査に際しては、第３層上面に精査の主眼をおいた。検出された遺構は、竪穴建物１棟（ＳＢ１）、土坑

１基（ＳＫ１）、溝１条（ＳＤ１八 小穴６基（Ｐ１～６）である。なお、１トレンチ北西端地表面に任意

レベルＯｍを設定レ 図中の各レベルはこの任意値からのマイナス値で示した。

竪穴 建物

ＳＢＤ よ方形の平面形をもつものと思われ、建物東縁掘り形で18度西偏する。南北検出1.3m 、東西検出

2.17m 、深さ0.14m 。黒褐色粘質土を覆土にもつ。床面は比較的凹凸がはっきりとしており、貼床面、叩き

締めなどの床面整形は認められない。床面に比較的近いレベルからいずれも破片で須恵器杯Ｈ蓋１点（１）、

土師器甕１点（２）、２とは異個体の甕31点（点数中に同一個体を含む）、製塩土器２点（３～４）、３～４

とは異個体の製塩土器100余点（点数中に同一個体を含むが図化不能）が出土した。２の土師器甕、３～４

を會む製塩土器群は意

図的に破砕された状況

で出土している。覆土

中に被熱した粘土塊が

認められた。

建物には土坑３基　卜

（ＳＫ１～３）、小穴２

基（Ｐ１～２）を伴う。

ＳＫ１は南北検出1.09

m 、東西0.76m の南北

に長い崩れ八方形の平

面形をもつ。深さ0.19

り　〒 1.0m　　　　　　　　　　　　/
づ
⊇ ⊇ マ ⊇

´マ

４
二七尹1　　　　　

丁ト
ヱ･

ゾ ノ

.0ｍ N

丁
　

゜

《土層名》

黒褐色土

黒褐色粘質土

極暗褐色砂質土

黒褐色土（PI）

Ｊ　　　　　　　　　　　　　　 ２ｍ

第12 図　ＳＢＩ平面・断面図（縮尺1/50）

ｍ。黒褐色粘質上を埋土にもつ。 ＳＫ２は東西0.58m 、南北0.36m の東西に長い崩れた楕円形。深さ0.11m 。

極暗褐色土を埋土にもつ。 ＳＫ３は南北検出0.27m 、東西0.47m の方形。深さ0.18m 。黒褐色粘土を埋士に

もつ。Ｐ１～２はともに径0.2m 程の円形であり、黒褐色土を埋士にもつ。いずれも遺物の出土はない。

土坑

ＳＫ１は南北検出0.83m 、東西検出0.42m 、深さ0.25m 。埋土から須恵器甕１点、土師器甕２点（５）

製塩土器１点が破片で出土した。

溝

ＳＤ１は東西検出3.1m 、南北0.48m の南北に延びる細長いプランをもつ。深さ0.06m と極めて浅く、３

ｃｍまでの砂傑で構成される黒褐色砂㈱工を埋土にもつ。埋土から須恵器甕３点（６～フ）、土師器甕２点、

製塩土器１点が破片で出土した。いずれも摩滅が著しい。

小 穴

いずれも円形の平面形。Ｐ１～４は径0.2m 、深さ0.1m 前後に収まる。

１０



遺 構
規　　模（ｍ） 平面 断面 遣　構　埋　 土 言 犬 引　　 出　土　 心　物 備　考

長 軸 短 軸 深さ
Ｓ Ｂ １

一 一Ｓ Ｋ １

一 一Ｓ Ｋ ２

一 一Ｓ Ｋ ３

一 一 一Ｐ １

南北（I.30） 東西　2.17　0.14 Ｈ Ｈａ理上 黒褐色粘質土
－

－

両士．須恵器杯Ｈ五1、土師器亮32、裂塩土器100余点、

南北（1.0り） 東西　0.761　0,191Hblla 謹上 黒褐色粘賢土　　　　　　　　　　　 －
－

東西　0.58 1 市北　0.36 O､日ｉ工ｂ Ⅲａ 埋上 黒褐色粘土
－

東西　0.47 市北（0,27） Oj8 Ｈｂ Ｈａ 埋上 極暗褐色土
－ ＿　 ｜

南北　0,18 東西（0,12） 0,06ｌａ Ｉａ 俎上 黒褐色上 －　　 －　｜　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜

Ｐ２ 東西（0.20） 南北　0.181　0.02ｌａ ｌａ 埋上 黒褐色上 ｜

Ｓ Ｋ １

一 一Ｓ Ｄ １
南北（0.83） 東西（0,42）　0,25 ｎｂｌｌｂ 埋上 黒褐色上（第２り上混）、黒褐色土．　　　 －

－

須恵器売1、土師器甕2、裂塩土器1

東丙　3,10 南北　0.48 0,06 1 Ⅳ Ｈａ 埋上 黒褐色砂㈱十
－ － 姐恵器亮3、土師器売2、裂塩土器1

Ｐ １

一 一Ｐ ２

甫北　0.33 東西　0.20 0,08二ｂ Ｔａ 埋上 黒褐色上
＿　｜　＿

南北　0,12 東西　o｣2 0,05ｌａ Ｉａ 俎上 黒褐色土
－　 Ｉ　 －　 ｜

Ｐ３ 常北　0,21 東西　0.16 0.05ｌａ ｌａｌ俎上 黒褐色上　　　　　　　　　　　　　｜　－ 一
一 －

Ｐ４ 指北　024
甫北　0.26

敗西　O､22　0,1卜ｌａ Ｈａ 理上 黒褐色上　　　　　　　　　　　 Ｉ　－
Ｐ ５

一 一Ｐ ６

束酉　〇.19 0,22 工ａｉⅢｂ 埋上 黒褐色上
－

南北　0.口！販酉（0.12） ｌａ 完掘
｜

－　　 －

-` S

ド
リ
ル

ｿﾉノ 〉

㎜㎜1 ,X
東

7

゛翫]

……

0　　　　　　　　　　　10cm
二

表４　遺構一覧表

☆

二 ‾二

第13 図　出土遺物実測図（縮尺1/3）

１ １

２

刀万

４　 出 土 遺 物

１は須 恵器杯Ｈ蓋片。肩部 に鋭い稜 をもつ。外面は肩部近くまで回転ヘ ラ削 りを施す。 ２は土師器甕。

口縁部復元径22.０ｃｍ、口頚部復元径19.６ｃｍ。胴部最大復元径28.２ｃｍ。口縁部は丸みをもって強く外反する。

胴部はさほど張 らず、緩やかな丸 みを帯 びて下半 に至る。外面 はやや粗い ハケメを全 体に施した後、上半

に左下に向けたやや粗いハケメを、下半に真下 に向けたやや粗いハケメを施す。内面は基本的 に左 下に向

けた幅の広いヶズリを施す。３～ ４は器壁が４～５口 と極めて薄手の製塩土器口縁部片。３は復元径8.０ｃｍ、

残高7.３ｃｍ。俯状 の器形を呈し、口縁部 は内傾し、端 部を鋭く収める。器壁 は４皿程 と極めて薄い。内外面

に丁寧 なナデが施される。 ４は復元径8.９ｃｍ。口縁部は外販気 味に開 きなが らまっす ぐのび、端部を鋭 く収

める。内外面 に丁寧なナデを施す。 ５は土 師器甕口縁 部片。復元径35.０ｃｍ。口縁部はまっすぐのび、端部

を外方につ まみ出して鋭く収める。外面 には粗いハケメを施す。６～ フは須恵器甕胴 部片。 ６は器壁がや

や厚く、外面に平行文叩き、内面に円狐叩きが残る。摩滅が著しい。 ７は外面に平行文叩 きがみられるが、

さらに部分的にカキメを施す。内面は円狐叩き。



表５　遺物一覧表

５　 まと め

調査によって古墳時代後期の竪穴建物１棟（ＳＢ１）、溝１条（ＳＤ１）と律令期の土坑１基（ＳＫ１）

などの遺構を検出した。

竪穴建物ＳＢ１は覆土中の須恵器杯Ｈ蓋１がMT15 ～T K10 型式併行期であり、製塩土器３～４が浜禰

IIB 式前半期の特徴をもつことから、６世紀前半の時期と捉えられる。

遺跡は、獅子塚古墳に近接して立地しており、時期的にも大きな隔たりがないことから、獅子塚古墳被

葬者層に母集団を求め、６世紀後半にみる興道寺遺跡の前身集落としてと想定しておきたい。

註

註1　鳥居直也氏の考察による（鳥居2002 几

［引 用 ・参考文 献］

鳥居直也　2002 ［第２章　遺跡の立地と周辺の環境　 第１節　周辺の地理的環境］

『興道寺古墳群　一県営中山同地域総合整備事業美方地区に伴う発掘調査報告書－』美浜町教育委員会

回



Ⅲ　竜沢寺遺跡調査報告

１　 調 査 概 要

調査地は竜沢寺遺跡南西縁鄙に位置し、標高16.2m 前後の中位段丘上に立地する。遺跡は弥生時代から

中世までの複合遺跡であり、段丘面の南側に広く展開する。周辺では段丘面西縁辺鄙において美浜町教育

委員会による試掘調査が数度実施されており、弥生時代後期から古墳時代初頭までの遺物包含層、竪穴住

居址などが出されている。竜沢寺遺跡の北側には口背湖遺跡が展開し、1977 年の美浜町教育委員会・若狭

考古学学研究会による発掘調査によって竪穴住居址が検出される（入江1986）。段丘面西側中央付近を開析

する谷状地形を境として弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての竜沢寺遺跡、口背湖遺跡からなる大規

模集落 が展開した

ものと推測される。

本調査 に先立っ

て４本のトレ ンチ

による試掘調査 を

2001 年６月４日～

６日 に実 施し た。

段丘表層である褐

色土 を遺構面にも

ち、土師器甕形土

器片、壷形土器片

な どを 伴 う土坑 、

小穴 を 検 出し た。

このことから遺跡

南西限の遺跡の様

相確認を考慮して

事業計画地内の現

状保存が適 わない

303m2について発掘調査の対象とした。

第14 図 調査区位置図（縮尺1/2,500）

２　 基 本 層 序

上層から、第１層：極暗褐色土（耕作土）、第２層：褐色土（段丘表層）である。第２層上面は標高16.1

～16.2m 前後に位置し、調査区の東側から西側に向かって微かな傾斜をもっている。第１層中から土師器

片数十点（４）、磨石片（５）を採集した。

３　 検 出 遺構

調査に際しては、第２層上面に精査の主眼をおいた。検出された遺構は、土坑16 基、小穴36 基である。

第２層上面に近現代の耕作撹乱が及んでいることを考慮して第２層上面をやや深めに精査し、遺構検出に

努めたが、検出遺構の平面形は不明瞭であった。

１３



土坑

ＳＫ 八　ＳＫ４は

根疸を残す。 S K10

底面からは炭化材が

出士。 S K11は遺構

中央部を意図的に掘

り残し 周囲を掘り

込むことで小マウン

ド状に造る。土師器

壷形土器片（１）は

S K12 埋土、土師器

ミニチュア土 器片

（２）はS K13 埋土

から出土した。

小穴

Ｐ３・９・１６は根

痕を残している。建

物、柵列などの遺構

構成はみられない。

土 師器 甕 形土 器片

（３）はP36 埋士か

ら出土。

遺 柵
規　 摸（ｍ）

平面 町面 心　 構　 埋　 土　 検出面|(
標盲)

底 面

(標高)
出　土　 遣　物　｜　　備　 考長 軸 短 軸 深さ

ＳＫ１ 東丙　0､76 南北　0.68 034 ｌ ａ Ivb 埋上 暗褐色上 16.14 15.80十.師器売形土器1
ＳＫ２
南北　072 来丙　0.58 o､04 ｌｂｌＨａ埋上 掲色土　　　　　16.15 16.11

ＳＫ３ 南北 （1.01）I 東丙 （0.84） 0.201 1b Ｈｂ 埋上 掲色土　　　　1　16.19 15.99
ＳＫ４ 由北　0.66 東西　0.63 0.72

一 一
0.27

一 一o､13

ｌａ ｎｃｌ埋上 褐色土、明褐色土 16､12 15.40
ＳＫ ５ 南北　|､16 東西　0.83 ｌｂ Ｈｂ 埋上 暗褐色上、褐色士． 16.17 15.90 1
ＳＫ６
南北　|.05 限丙　0.83 ｌａ Ⅲａ 埋上 掲色土　　　　　16.15 16.02

ＳＫ ７ 南北　0.98 東西　0.88 0.1811a Ｈａ 允掘 16.15 15.97 十師器売形土器4　　　　1
ＳＫ８ 南北　0.81 東丙　0.58 0.20

一 一o､17

ｌｂ Ｈｂ 埋上 にぶい赤褐色土 16､11 15.91

ＳＫ９ 東西　I.50 南北（0.88） Ⅳ Ｈａ 理工 暗褐色上　　　　1 16.11115.94 1十.師器売形土器】
SK10 東酉　1.15 南北　0.93 ０．０９１１ａＩ

Ｈａ 理上 にぶい赤褐色十　　　16.12 16.03 十.師器売形土器1、壹形土器I
ＳＫ１１ 東西　1.51 南北　1.45 0.20 ｌ ａ Ⅳｂ 埋上 掲色土 16.07 15.87 十.師器良形土器4
SK12 東西　0､83 南北　0.55 0.12 ｌ ａ Ⅳａ 埋上 褐色土 16,10 15.98 土師器売形土器2、壷形土器１

SK13 東西　1 」6 府北　 口】 0,0り Ｈﾊﾟ Ｈａ 埋土 黒褐色上　　　　1 16.101 16.01土師器ミニチュア土器］
SK14 東西　0.771」右北　0.55 ０,１１　１ｂｌＨａ 埋土 にぶい赤褐色土　　　16,08 ］5.97土師器光形土器2
SK15 南北　0.68 東西　0.55 0,05 ｌｂ Ｈａｌ埋土 にぶい赤褐色土 16.10 16.05
ＳＫ１６ L551 0.24 Ｉ Ｈｂ埋土 暗赤褐色土 16,06 15.82
Ｐ １

一 一Ｐ ２

一 一Ｐ ３

東西　Oj2 由北　O､221 0.181二ｂ　ｌａ埋土 暗褐色土　　　　1 16.14 15.96 1
東酉　0.34 ｣有北　0.20 0,08 ｌｂ ｌａ哩土 褐色上　　　　　16,13 16.05

南北　0､42 東西　0.42 0,09 ｌａ ｌａ埋土 にぶい褐色十 16,0り 16.00 ,柱根
P yI 東西　0.40 河北　0､30 018 ｌｂｌＴａｌ埋土 褐色土 16､13 15､96

Ｐ５

一 一Ｐ ６
｢釘北　0.25 1 東西 0.22 0.37 ， 二ａｌⅢｂ 埋士．褐色上　　　　　16.22 15.85 1
東西　O､25 南北　0.22 0.13 ｌａ Ｈａ 埋土 褐色上　　　　　16,15 16.02

Ｐ ７

-
Ｐ ８

-Ｐ ９

南北　0.30 東西　0.24 0,14 ｌｂ Ｈａ 埋土 褐色土 16､12 15.98

｢忙に　0.28 1 東西 0.28 Ｏ川Ｉｌａｌｌ ａ 埋土 褐色上 16,14 16.03 1

南北　0.48 東西　0.44 0.35 Ｉａ Ⅲｂ 埋土 明褐色上　　　　　16.15 15.79 1 性根
P10 ｣町北　0､44 東西　0.40 0,13 Ｈａ ⅣI埋土 褐色土　　　　 ｜　16,1416.01
ＰＩ】 南北　0.45 東西　0.33 0.47 ｌ ｂ ｎｃ 埋土 明褐色上 16.13 ]5.66
Ｐ１２ 雨北　0.44 東西　0.34 ｏ､１２１１ａ　ｌａ 埋土 鳩色土　　　　 ！ 16､10 15.98 1
P13 南北　0.32 東丙　0.30

0.04
一 一0.06

ｌ ａ Ｈａ 埋土 褐色土　　　　　16.14 16.10

P14 南北　0.43 東丙　0.35 ｌｂ Ｈａ埋土 にぶい赤褐色土　　1　16.12 16.06
P15 ｢打北　0.30 東丙　0.30 ０．１５１１ａｌｎａｌ壇上 褐色土 １６．１１ 15.96
P16 東丙　0.54 南北　0.51 O､|り

-
0.20
-
0.58

ｌａｌ Ⅳ 埋上 にぶい褐色土、褐色上1 15.93 16.12 性根
Ｐ１７ 南北　0.20 東西　0.16 ｌｂ Ⅲｂ一座上 褐色土　　　　　15.93 16.13

P18 東西　0.80 南北　0.46 ｌｂ Ⅲｃ 埋上 褐色土 16.10 15.52 土師器甕形土器3

P19 暇丙　0.56 南北　0.36

一 一南北　0.20
0.101 1b　二ａ 埋.上 掲色土 16.10 16.04 土師器売形上剔　　　　 ｜

P20 牡西　0.26 0.12 ｌａ
-ｌｂ

ｌ ａ
埋土 褐色十.　　　　16.121 16.00 ,土師器晏形土器1

P21 東西　0.41 南北　0.28 0.04 ｌａ 埋土 褐色十　　　　 ，16｣0 16.06
P22 南北　0.44 東西　0.27

一 一東西　0,20

0.041 1b Ｉａｌ完則 16.11 16､08

P23 市北　0.30 0.13 ｌｂｌｌａ 埋土 にぶい赤褐色上 16.12 15,りり｜　　　　　　　　　 ｜
P24 南北　0.22 東四　0.21 ０ １８ ｌｂ ｌａｌ刈ｔ にぶい赤褐色上　　　16.12 16.03 1
P25 市北　0.24 東西　0,24 0.07 ｌ ａ ｌａ 埋土 褐色土 16.09 16.02

一 一15､56
P26 南北　0.52 東四　0,431 0.54 1 工ｂｌｌｃ 壮十 褐 色土 16.10 土師器高杯|　　　　　 ｜
P27
-

P28
一 一
P29

一 一P30

峨四　0.58 1 南北　0,31
- 一 一
南北　0.60 1 東 西　o､27

0.22 Ⅳ

-ｌ ｂ

R’ 壮十．にぶい赤褐色上　　116.08 15,86 1土師器甕形土器3
0.58 R「 堆土 褐色土　　　　　16.10 15.52 上師器1

市北　0.42 東西　0,40１0.0611alHal 埋十 にぶい赤褐色上 16.10

一 一16.10

16.04 P30 をりる

東西（0.33戸 南北　0.32 0.07 ｌ ｂＩ Ｉｌａ 壮士．にぶい赤褐色上 16.04
IP29に切られる

P31 東酉　0.28 南北　0.24 0.12 ｌ ａ ｌａｌ壮土 褐色上　　　　　　　16,1316.01
P32
一 一P33

南.lﾋ　0. ％ 東丙　o､51 0.50 Ⅳ ｌｃ 埋土 楊色上　　　　　16.10 15.60

甫北　0.22 1 東両　0.221 0.12，Ialla 埋上 掲色上 16,10 15.98

P34 東西　0.28 F釘北　0.27 0,08
一一一
0.09

ｌａ ｌａ 埋土 褐色上 16.10 16.02

P35 東西　0.45 南北　0.38 ｌｂ
Ｈａ 埋土 にぶい赤褐色十.　　16､04 15.96 1

P36 南北　0.50 東西　0.261 0.20　 Ⅲ Ⅳ 埋上 掲色止　　　　 ・16.05 15.88 十師器釦形土器3

表６　遺構一覧表

４　 出 土 遺 物

１は土師器壷形土 器底部片。平底 の底 部から一端上 に

立ち上が り、 さらに斜めに開 く。底 部内外面に極細かい

ハケ メ を施す 。 ２ は土 師 器 ミニチ ュ ア土器 片。 復元 径

2.５ｃｍ、器高2.９ｃｍ。手捉ねで作り、尖底気味 の底部からそ

の まま立 ち上 が り、端部 を鋭 く収める。外面 に指押 さえ

疵が残る。 ３～ ４は土師器甕形土 器口縁 部片 。 ３は復元

径15.８ｃｍ。口縁部は強く屈曲し、さらにやや開きながら立

ち上がる。外面の強い 強い ナデによって端部が肥厚する。

４は復元径9.４ｃｍ。口縁部が強く屈曲した後、立ち上 がり、

端 部は丸 く収め、外方へつ まみ出す。外面 に１条 の凹線

を施す。 ５は磨石片 。花則岩円 傑。周 縁、及 び表面 の片

面 の一 部に使用疵 が残 る。狽り縁部 はかな り使い込 まれて

お り、明瞭な磨面をもつ。磨面幅2.４ｃｍ。表面の片面 に部

分的な磨疵が残る。端部には敲打疵が残る。

１４
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第15 図　 出土 遺物実測図 （縮尺1/3 ）
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遺構・層位 ｜種 別|　　器 種
法 量 （cm） 製作技法・調整・施文

｜
胎 生　　焼 成　　　

｜　
色　調 残 存 率|　侑　考

田 ｊ

口径 器高Ｉその他

１ SK12埋土　 寸.師器 壹形土器
－　｜ － －　，底部内外面極細かいハケメ やや粗 焼成良好 にぶい黄褐色 底部片

２ ＳＫＤ埋土 土師器 ミニチュア土器 (2.5) 2.9 手提ね やや祖（石英・雲母多） 焼成良好 にぶい黄褐色 2/3

３ P36埋上 土師器 売形土器 (15.8) －
－ 口縁部強いナデ 粗（長石若干） 焼成良好　　　 浅波栓色　 口根昌片 丹後系

４ 第１聊 土師器 甕形土器 (9.4)
－　　 － 口禄部強いナデ １条の沈線 密 焼成良好 にぶい黄褐色 口禄部片　|近江系

５ 第１１　　　 １石器 曙石　　　　 ｜　－　｜ － 一　 内閲縁部・表面一部磨痕 端部敲打疵 化尚岩 1/2

ＩＵ ｍ

Ｅ

表フ　遺物一覧表
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極 褐色 土 （ＳＫ９）
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第16 図　調査区平面・土層断面図（縮尺1/200）

Q

P2

５　 ま と め

調査によって明確に建物を構成する遺構は検出されなかった。根疸をもつ土抗、小穴の存在は近代以降

の調査址の現況であった桑畑の名残を示すものであり、検出遺構の大半が近現代の開墾などに伴うものと

考えられる。段丘面縁辺部という調査地の立地条件と合わせると遺構の大半が既に削平によって失われて

いるものと判断される。弥生時代後期から古墳時代初頭までの遺物が若干出土したものの、丹後系の甕形

土器３、近江系の受口状口縁甕の影響を受け、在地化したような甕形土器４などが断片的に存在する程度

であり、土器様相の実態は不明である。

［引用 ・参 考文 献］

入江文敏　1986　 『口背湖遺跡Ｊr 福井県史資料編13　 考古本文編』福井県

入江文敏　1987　 「弥生時代後期から古墳時代前期への土器の展開　一湖北地方とその周辺一　 若狭地方の場合」

『滋賀県埋蔵文化財センター紀要　昭和63年 度』滋賀県埋蔵文化財センター

坪田聡子　2000　 「若狭・越前における丹後系土器の様相」

『庄内式土器研究ｘｘＨ　丹波・丹後・但馬を中心とした庄内式併行期の土器の移動丿庄内式土器研究会

山口　充　1984　 「美浜町内出土の後期弥生式土器と土師器」『福井県考古学会々誌第２号』福井県考古学会
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IＶ　興道寺遺跡（土井ノ上２区）調査報告

１　 調査概要

調査址は興道寺遺跡の北東縁部に位置し、

標高約20m の耳川左岸の低位段丘面に立地す

る。土井ノ上２区調査は盛土工事に伴う試掘

調査であり、調査地は土井ノ上１区の南隣、

中ノ丁１区調査址から町道金安線を挟んだ東

隣の水田である。調査に際して盛土予定域の

北縁に１本のトレンチ、計56m2からなる試掘

調査区を設定した。

２　 基 本 層 序

上層から、第１層：オリーブ黒色上( 耕作

土)、第２層：オリーブ黒色砂質土( 耕作床土)、

第３層：灰色砂質土( 旧耕作土)、第４層：黄
第17図　調査区位置図（縮尺1/2,500）

褐色砂（旧耕作床土）、第５層：黒褐色砂質土～粘質土（遺物包含層）、第６層：灰黄褐色粘質土（旧表土）、

第７層：明黄褐色土（段丘表層）である。該地における段丘表層上の標準的な土層断面を示している。第

１層において須恵器杯Ｈ蓋１点、土師器甕１点、第５層において須恵器杯Ｈ１点、杯Ａ２点、杯Ｂ２点、

甕１点、平瓦１点、土師器甕３点、鍋１点、皿１点、製塩土器４点の破片を採集した。

３　 検 出 遺 構

調査に際しては、第７層上面に

精査の主眼をおいた。検出された

遺構は、上坑５基（ＳＫ１～５）、

小穴６基（Ｐ１～６）である。な

お、トレンチ北東端の地表面に任

意レベルＯｍを設定し、図中の各

レベルはこの任意値からのマイナ

ス値で示しか。

（土層名 》

１　 オリーブ黒 色土 （第１層）

２　 オリーブ黒 色砂質土 （第２層）

３ 黄褐色 砂

４ 灰色砂質土 （第 ３層）

５ 黄褐色砂（第４層 ）

６　 オリーブ黒色土 プロ ック

フ 黒褐色砂 質土 （第５層）

８ 黒 褐色粘質土 （第５層）

0　11 －]毒昭鴎四７

に

９ 灰黄褐色粘質土（第６層）

10 黒褐色粘質土（黄褐色ブロック混入、SKI）
11 オリーブ黒色土（ＳＫＩ）

12 黒褐色土（ＳＫ３）

斜線 明黄褐色土

土坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第18図　調査区平面・土層断層図（縮尺1/100）

SK1 は南北検出2.08m 、東西7.50m の崩れた方形の平面形である。深さ0.30m 。底面の凹凸が激しい。

埋土から須恵器甕１点（１）、不明１点、土師器甕22 点（２）、製塩土器13点、鉄釘１点がいずれも小片で

出土。 ＳＫ２は北東一南西検出2.88m 、北西一南東1.07m の崩れた楕円形。深さ0.40mo P 3 を切る。オリ

ーブ黒色土、黒色土を埋土にもち、須恵器杯Ｂ１点（３）、外面に緻密なヘラ磨きを施す土師器杯Ａ２点が

小片で出土する。 ＳＫ５埋土から土師器甕片１点が出土。

１６



小穴

いずれも円形の平面形をもち、径0.3m 前後、深さ0.1～0.2m に収まる。Ｐ２埋土から土師器甕片１点が

出土。

心 衝
規　　模（ｍ） 平而 町面 遺　構　埋　 士　　　　　丿 言 底 面｜　　　　川　上　造　物

(標高)
隋　考

長 軸 短 軸 深さ
Ｓ Ｋ １

-Ｓ Ｋ ２

-
Ｓ Ｋ ３

-Ｓ Ｋ ４

南北（2.08） 東西　7.50 0.30 Ub ｎａ埋土 黒褐色粘貿土．オリーブ黒色土
－　　 － 須恵器亮１、土師器亮22、裂塩土器13、鉄釘１

(2.88) (|.07) 0.40 Ⅳ Ⅲbl産土 黒褐色上、極暗褐色土、七赤褐色上、黒色土
－ 須恵器杯BI、上師器杯A2 Ｐ３を切る

府北（0.8S） 東西　0.501 0.14ⅣＩＨａ埋上 黒褐色上
－ －

東西（0.90） 南北（0.78）0.52 ｌｂｌｍｃ俎上 黒褐色上、黒亜土　　　　　　　　　 －

ＳＫ５ 東西（0.90） 南北（0.19） 0.11 Ⅳ 工ａ俎上 黒褐色上
－ 一　土師器克１

Ｐ１ 常北　0.30 東西（0.18） 0.30 1a 工ｂ 里上 黒色土
－　　 －

Ｐ２ |討北　0.60 東四　0.24 0.1111b ｌａ壇上 黒褐色上、黒色土
－ 土卵器詔１

Ｐ３ 南北　0.24 東四　0.24 0.12ｌａ Ⅲａ 埋上 黒褐色上
－ ＳＫ２に切られる

Ｐ４ 南北　0.40 東西　0.30・ 0.15ｌｂ　ｌａ 埋上 黒褐色上　　　　　　　　　　　　 －
＿　 ｜

Ｐ５ 東西　0.34 南北　0.28 0」3ｌｂ ｌａ 壇上 黒褐色上
－ －

Ｐ６ 南北　0.28 東西　0.28 0.19ｌａ 工ａ 俎上 黒褐色上
－　　 －

表８　遺構一覧表

４　 出 土 遺 物

１は須 恵器甕口縁部片。口縁部復元 径23.８ｃｍ、 頚部

復元径22.４ｃｍ。口縁部は強く屈 曲し、外上方へ短 くま

っす ぐのびる。端部 は面をなす。口縁部外面がやや肥

厚。 外面 に強い ナデ を施す。 ２は土師器甕口縁部片。

口縁 部復元径21.８ｃｍ、頚部復元 径17.４ｃｍ。口縁部は大

きく開 きながら外方へ のびる。端部は面 をなす。内面

に強い ナデによる三条 の浅い凹面をもつ。 ３は須恵器

杯Ｂ底部片 。高台は外側 で接地する。 体部は丸みを帯

びる。

表９　遺物一覧表

二 千 つ ，

ノ 二 足

ノ　 ≒ ユ。ユユエニ＝ぎ

第19図　出土遺物実測図（縮尺1/3）

５　 ま と め

調査によって土井ノ上１区調査地で検出された律令期集落の南側への広がりの一端を検出した。

上坑ＳＫ１は歪な方形プランをもち、底面の凹凸が著しく、明確に床面構築、建物柱穴をもたない点で

土井ノ上１区ＳＢ３～４と共通している。該期の竪穴建物の一形態であると思われるが、調査の蓄積を待

って検討したい。

［引用 ・参考文献］

美浜町教育委員会　1998　『興道寺遺珈
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Ｖ　興道寺古墳群（中町２区）調査報告

１　 調 査 概 要

調査地 は興道寺古墳 群の北東縁部に位置し、標高19.8m の耳川左岸の低位段 丘面 に立地する。 数基 の石

室墳が地表面に顕在レ 「塚原」「御前塚」「狐塚」 などの古墳立地を伺わせる小字が残 るなど、古 くより古

墳群の存在が認識されてきた。昭和 ５年頃に古墳群近辺から出土したと墨書 きが残 る須恵器８点 を美浜町

教育委員 会が保管している。須恵器杯Ｈ蓋１点 （１）、杯Ｈ ２点 （２～ ３）、短頚壷１点 （４）、広口壷 １点

（５）、直口壷 １点 （６）、脚付壷１点 （７）、器台１点 （８）である。 １は口径13.７ｃｍ、器高4.４ｃｍ、口縁部

高2.３ｃｍ。肩部に明瞭な稜を もつ。口縁 部は丸みを帯びてやや外方 に張り出し、端部 を外へつ まみ出す。天

井部は強い丸みを帯 び、器高は高い。外面に丁寧な回転ヘラ削 りを施す。２は口径11.３ｃｍ、器高4.２ｃｍ、受

部径14.２ｃｍ、口縁部高1.１ｃｍ。 3 は口径11.８ｃｍ、器高5.０ｃｍ、受 部径14.３ｃｍ、口縁 部高1.０ｃｍ。 2 ～3 は丸み

を帯びだ体部から短く内傾す る薄い口縁部 をもち、端 部を鋭く収める。底部外面に回転ヘラ削 りを施す。

２は極めて精巧。 ３外面 に降灰。 ４は復元径6.６ｃｍ。 4 ～5 は体部外面上半に細かいカキメを、下半に回転

ヘラ削 りを施す。 ６は口径4.８ｃｍ、器高11.２ｃｍ。体 部外面のヘ ラ削りは粗雑。 フは脚部径11.８ｃｍ。短脚であ

り、外下方にのびて、接地面を面取 りする。 ８の体部外面 は３条の凸線 によって二 区に分け、頂点 を接す

るように鋸歯文状文様 を配レ そ の下位は細かいカキメを施 した後、上下二段 の列点文 を施す。底部外面

には叩き疸が薄く残る。いずれも６世紀代 の所産。

逗]≧ノ

0　　　　　　　　　　　　10cm
L工 二 二 二 二 二二j

第20 図　ｲ云古墳群出土須恵器実測図
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第21図　調査区位置図（縮尺1/2,500）

中町２区調査は土地造成、建物建設に伴う試掘調査であり、調査地は中町１区調査地註1の約35m 北方の

水田である。中町１区で検出した埋没墳の北への広がりを考慮して、工事予定地をほぼ覆うように７本の

トレンチからなる計87m2の試掘調査区を設定した。

２　 基 本 層 序

調査地全体の基本層序は上層から、第１層：暗灰黄色上( 耕作土)、第２層：暗灰黄色砂質上( 耕作床上)、

第３層：黒褐色上( 径～５ｃｍの砂傑混入、遺物包含層)、第４層：暗褐色砂質上( 径～５ｃｍの砂諜混入、

自然流路堆積上)、第５層：暗褐色粗砂( 自然流路堆積上)、第６層：褐色細砂( 自然流路堆積上)、第７

層：黒褐色粘砂土( 旧表土)、第８層：褐色粘土( 段丘表層) である。２トレンチ第３層中から土師器甕片

１点を採集した。

調 査 区 北 側 、 南 側 そ れ ぞ れ の 各 ト レ ン　200m 7ﾄ レンチ
一一

調 査 区北 側 、 拘1則そ れぐ れ(ﾉﾘぞけ ヽレ ノ　 りり7b レンf　　　　　　　4 トレンチ　　　　　　　　　　2トレンチ　　　　４をＭ!!1

チ 東 西 方 向 の 土 層 堆 積 を 第27 図 に示 す。
９
戸 ⊇ ヨ三 心

ぺ
三 目三 垂 ⊇⊇ ﾌﾟﾉ ⑤ 言 三⊇白lj－

北側では標高18.8～19.1m付近に段丘表層

の第８層上面が位置し、その上層に旧表

土層の第７層が最高位で標高19.3m まで

分布する。３トレンチ付近では旧表上面

が標高18.6m まで開析され、自然流路堆

積土層である第５～６層が厚く堆積する。

200m 5トレンチ 3 トレンチ　　　　　　　　　　1トレンチ　　　　ｘ包凹11
謡
大] 白 三 言 三 回 ◇ 奮 犬

幽

《土層名》
１　暗灰黄色土（第１層）　　　　　 ６ 褐色細砂（第６層）
２ 暗灰黄色砂質土（第２層）　　　　 ７ 黒褐色粘砂土（第ア層）

３ 黒褐色土（径0.5cm粗砂混入、第３層） ８ 黒褐色粘質土（PI
）　　　0　　　　　　　　4m

4 器 届 舗ylillj 盲 －’゙ ’I‘ －’‘ ’　斜線 褐色粘土（第８層）　　　　　 ｜　｜　｜　　　　 １

５ 暗褐色粗砂（第５層）

１ ９

第22図　調査区土層断面図（縮尺1/200）



調査区全面を覆うように第３層が標高18.9～19.4m に水平に分布する。調査区南側では２－４トレンチ付

近、標高18.8～18.9m 付近に第８層上面が位置し、段丘表層が現地形面同様に北側に向かって緩やかに低下

していることを示している。第７層上面が標高19.2m に分布するが、４トレンチではこの旧表上面を標高

18.8m まで開析して、第４～６層が厚く堆積する。２トレンチ付近では調査区北側同様、旧表土層、自然

流路堆積上を覆って第３層が分布するが、４トレンチ付近では大半が耕作によって削平されている。

３　 検 出 遺 構

検出された遺構は１トレンチ南壁第３層上面から掘り込まれた小穴１基（Ｐ１）である。

小穴

Ｐ１は検出幅0.15m 、深さ0.30m 。黒褐色粘質土を埋士にもつ。

４　 ま と め

古墳群に伴う遺構、遺物は検出されなかった。興道寺古頌群の北限を示している。

中町１区調査地では３－４トレンチをつなぐラインの南延長上に旧表土面を開析して厚く砂、砂質上が

堆積する自然流路が検出されており心、これに洽う南北方向の低位面註3が存在する。　１・５トレンチ南壁

において旧表土層の上面がこの流路に向けて低下する様相を確認できることから、調査地における低位面

の東西幅は約35m に復元できる。また、７トレンチでは耕作上下の標高19.3mｲ 寸近に第８層下に分布する

と思われる段丘構成層の砂律層の露頭がみられることから、段丘表層が南東に向けて急激に上昇レ さら

に調査区外の南東側に舌状の高位面が展開するものと考えられる。なお、トレンチ断面で検出した小穴は

自然流路西側すぐに位置しており、中町１区検出の柵列ＳＡｌａ判こ連続するものなら、13 世紀後半の段階

に該地段丘上を北進する自然流路左岸に洽った柵列が展開したものと推測される。

註

４１

証２

乱３

註４

興道寺古墳群内において過去に行われた調査を以下のとおり区分した。

中町１区　　2000 年調査　農道拡幅工事に係る発掘調査（既報）

中町２区　　2002 年調査　 本報告 Ｖ

旧河道として既報告（美浜町教育委員会2002 ）。 自然流路としてここで統一する。

本報告　 １、註２を参照。

自然流路に沿って展開すると思われる柱列をＳＡＩとして既報告（美浜町教育委員会2002 ）。

[引 用 ・参考 文献]

美 浜町教育委員会　2002　r 興 道寺古墳群　一県営中山回地域総合整備事業　美方地区に伴う発掘調査報告書－』

２ ０



Ⅵ　早瀬遺跡調査報告

１　 調 査 概 要

調査地は海抜約5.0～6.5m の海岸段丘面、海抜約13.0m

の山裾開墾面に立地する。遺跡は早瀬集落背後の海岸段

丘面上にあり、眼下には1662年の寛文地震に伴う土地隆

起によって離水し、漁村集落として発達した早瀬集落が

広がり、背後には縄文海進期の波浪侵食によって形成さ

れた段丘崖、及び近現代の開墾に伴う山裾開墾面が展開

する。

遺跡は、1998 年に美浜町教育委員会が実施した遺跡分
写真２　海岸断丘崖

布調査における海岸段丘面の密な製塩土器片散布の発見によって早瀬遺跡として周知の措置が取られたが、

今日、猿などが遺跡内の畑地作物を荒らす被害が増加し、休耕の後、笹薮となる状況がみられるなど、早

急に遺跡の内容確認を行う必要が生じた。

このことから、海岸段丘面の製塩土器片が特に密に散在する造成地に１トレンチ（東西約５ｍＸ南北約

第23図　 調査区位置図（縮尺1/2,500）
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２ｍ）、１トレンチからやや南西、製塩土器片が一定量散在する畑地に２トレンチ（芽〔西約３ｍＸ南北約１

ｍ、進展に伴って2m2 拡張〕を設定、さらに遺跡の西縁辺鄙の様相を確認するために最高位開墾面に３・

４トレンチ（東西約５ｍＸ南北約１ｍ）を設定した。全体の試掘調査面積は24m2．

２　 基本 層 序

各トレンチにおける基本層序は以下のとおりである。

１　トレンチ

上層から、第１層：暗灰黄色砂傑土( 造成土)、

第 ２層 ：黒 褐 色砂 質 上 （近 世堆 積上 ）、 第 ３

層 ：黒褐色砂質土（製塩土器片を伴う遺物包含

層）、第４層：黒褐色砂質上 （古墳時代堆積上）、

第５層 ：黒 褐色砂 （段 丘表層）、 第６層 ：黒色

砂（段 丘構成層）である。第２～３層巾から土

師器甕片 １点、製塩土器片101 点、越前焼甕片

１点 を採集し、トレンチ北東端の第４～５層中

より土 師器甕形土 器片 ３点、壷形土器片 ４点、

非常に薄手の製塩土器片 ５点、やや厚手 の製塩

土器片74 点を採集した。

第２層以下は東 から西 に向けて高度を減じる

元 来の海岸段 丘面の旧地形 を反映した土層堆積

∧難百
千 言言毒JHgL 二
０　　　　　　　　 ２ｍ
二

チ ミ 千 二 亀

しー_　　　　　　　 １　　　　　　‾'-~
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第24 図　１トレンチ平面・土層断面図（縮尺1/100）

が認められるが、トレンチ東側では第２層が既に削平されており、トレンチ内の至るところに現代の撹乱

が及ぶなど、後世の土地改変が著しい。撹乱土中から須恵器杯Ｈ蓋１点、杯Ｂ蓋１点、製塩土器2L 嘸 製

塩土器支脚２点、越前焼甕１点をそれぞれ小片で採集した。第６層以下は無遺物層となる。

２トレン チ

上層から、第１層：暗灰黄褐色土( 耕作土)、

第２層：暗オリーブ褐色上( 耕作床土)、第３

層：黒褐色上( 旧耕作土)、第４層：黒褐色上

(径２～５ｍの傑混入、旧耕作床土)、第５層：

黒褐色上(灰・炭が多量に混入､ 律令期堆積上)、

第６層：黒褐色粘砂土( 律令期整地上)、第７

層：暗褐色粘質上( 古墳時代堆積上)、 第８

層：暗オリーブ色粘砂土( 段丘表層) となる。

第１～４層からコンテナ１箱程の近世陶磁器、

灯明皿、瓦などの破片とともに製塩土器片２点

《土層名》

１　暗灰黄褐 色土（第１層）

２ 暗 オリーブ褐色土（第２層）

３ 暗褐色土（第３層）

４ 黒褐色土（第４層）

５ 黒褐色±

6 黒褐色土

（灰・炭多量に混じる、第５層）

７ にぶい赤褐色土（被熱変色土 ）

８ 黒褐色粘砂土（第６層）

９ 暗褐色粘質士 （第７層）

10 暗 オリーブ色粘砂土 〔第８層〕

ＩＺ　 Ｎ

1卜　　　　　　　　　　　　 ゛i

第25 図　２トレンチ平面・土層断面図（縮尺1/100）

を採集い 第７層（海抜5.3～5.5m ）から波状文をもつ須恵器甕口縁部片１点、製塩土器片51点を採集しか。

第６層上面の一部が恒常的な被熱によって赤変する。

３・ ４トレンチ

上層から、第１層：灰黄褐色土、あるいはオリーブ褐色止（現耕作土）、第２層：褐色止、あるいはにぶ

２２



い黄褐色砂傑土（岩盤層）となる。

３　 検 出 遺 構

１トレンチでは第１～２層を重機で除去した段階で、トレンチ西端の第３層上面に多量の製塩土器片を

伴う敷石帯の一部が露頭したため、第３層、及び第４層上面に精査の主眼をおいた。　トレンチ西側の第５

層上面で石敷炉１基（ＳＸ１）、東側の第４層相当面上面で石敷炉１基（ＳＸ３）を検出し、さらにトレン

チ南縁、北東隅の断ち割りによってトレンチ南縁の第５層相当面上面で部分的に石敷炉１基（ＳＸ２）を

検出した。石敷炉としての判断の根拠は、多量の製塩土器が共伴し、いずれも限定された範囲に比較的水

平面をもつ石敷きの造作が認められ、㈱の赤変、剥離が認められたことによる。なお、トレンチ南西隅の

第５層上面における集石帯はＳＸ３に含めていない。

２トレンチでは第１層を重機で除去した後、第４層まで

人力で順次除去。第５層中に灰、炭の堆積を検出したため、

第６層上面に精査の主眼をおいた。　トレンチ西側の第６層

上面で敷石遺構１基（ＳＸ４）を検出した。第６層以下の

土層堆積を確認するためにトレンチ西側で下層を断ち割っ

た。第７層中の遺物は摩滅が著しく、２次堆積に伴うもの

と考えられる。遺構は認められなかった。

３～４トレンチは遺構、遺物ともに確認されなかった。
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写真３　作業風景

石敷炉 （敷石遺構）

ＳＸ１は南北約1.５ｍＸ東西約1.2m の範囲に敷石が認められる。元規模、元形態は不明。大ぶりな傑を敷

き並べ、その上位に小粒な傑を密に１～２段に積み重ねる範囲がある。周辺に向かって敷石の密度が徐々

に薄くなり、敷石の範囲自体が不明瞭となる。敷石上端は水平性に乏しい。上端レベルは標高5.2～5.3m 。

伴の大きさは5 ～20cm と不躾いであり、角傑が大半を占め、若千円伴が會まれる。石種はチャート、緑色

岩が主体。遺構北側の大半は重機掘削段階で誤って欠損してしまった。この欠損部分で敷石下層の土層断

面を確認したところ、第５層砂層上面に直接傑を敷き並べている様相を確認した。 ＳＸ１に伴って土師器

甕形土器片１点、壷形土器片１点、製塩土器片300点（１～フ）、製塩土器支脚片１点が出土した。

ＳＸ２はＳＸ１の東側で部分的に検出。 ＳＸ１と同一炉を形成する可能性もあるが、ＳＸ２上位層面に

ＳＸ３が検出されたことから断ち割りによる全体的な範囲の確認が行えず、ＳＸ１と分けて報告した。石

敷炉の敷石形態、伴の大きさ、石種はＳＸ１と共通する。敷石の上端レベルは標高５．０ｍｏ ＳＸ２に伴って

土師器甕片１点、製塩土器片169点（8 ～10）が出土した。

ＳＸ３はＳＸ２の上位層面に位置する。約1.2m 四方の範囲に敷石を確認したが、周辺は第４層までの撹

乱が著しく、北東側で傑の抜き取りが顕著であったため、元形態、元規模は不明である。伴の大きさは10

～15cm と粒躾いであり、ＳＸ１～２と比べると角傑の安定面を上方に向けて配する。円傑が一定量認めら

れる。 ＳＸ１～２のような部分的な傑積みの様相は認められない。敷石の上端は安定しており、意識的な

㈱の取捨選択が認められる。上端レベルは標高5.2～5.3m 。石種はＳＸ１～２で主体を占めたチャート、緑

色岩に加えて花岡岩、砂岩を積極的に採用する。花尚岩伴が被熱によって特に赤変する。 ＳＸ３に伴って

製塩土器片183点（11～14 ）、製塩土器支脚片１点が出土した。

ＳＸ４は、元規模は不明であるが、比較的厳密な方形の平面形態をもつものと推測される。南東一北西

検出1.7m 、北東一南西検出1.3m の範囲に、25～40cm 程の大ぶりな自然㈱の安定面を上方に向けて密接さ

せて配するが、南西隅に約50cm の巨㈱を配することで明確に隅部を造り出し、敷石南端列３石、及び２列

２３



目の４石は長辺を敷石の軸方向となる南東一北西方向に目地を揃えて配して縁部を構成する。傑間の隙間

は小円傑で充填する。さらに北側では敷石の軸にとらわれることなく、作間に大きな隙間ができないよう

に空間を消しながら小ぶりな傑を並べる。西側の調査区外に向けて小円傑を密に敷き並べながら展開する。

敷石上端レベルは標高5.7m で、ほぼ水平である。石種はチャート、緑色岩に加えて、頁岩を積極的に採用

する。敷石上は灰、炭、焼土を非常に多く含んだ第５層の黒褐色土が全体的に覆い、傑表面の恒常的な被

熱による赤変、風化が相当進み、剥離が著しい。敷石南西側の第６層上面は被熱によって土壌が赤変する。

明確にＳＸ 引こ伴う遺物は出土していない。
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第26 図　SXI ～4平面・断面図（縮尺1/25）
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４　 出 土 遺物

いずれも製塩土器。　１は緩やかに内傾し、口唇部が強く内屈する口縁部をもつ。土師質で、器厚は薄く、

外面には指頭圧疸が部分的に残り、内面に丁寧なナデを施す。径は15cm程に復元できる。　１と同一個体と

も考えられる２は底部であり、径の小さい平底状である。外面中央部分に小穴が穿たれ、その周囲には強

い指押さえ疸を残す。内面に全周するハケメを施す。３～７は微かに内屈する口縁部をもつ。５～フは口

唇部断面が切られ、面をなす。いずれも外面に１～２条の輪積み疸を残す。内面はナデ。いずれも土師質。

８～９はフに近い口縁部の形態をもち、器面調整は３～フと共通する。３～９の径は20cm内外に復元でき

る。 10は底部。外面に指押さえ疸が残る。 11～14 はやや直立気味にのびる体部から一端外方に開き、さら

に内傾する口縁部をもつ。外面には１～２条の輪積み疸を残すが、14 の外面はナデによって調整される。

内面は強いナデ。 11、14 の口唇部断面が切られる。 11～12の器壁は３～９に比べてやや薄い。 11～14の径

は20cm以上に復元できる。表面調整は３～フと同様である。 8 ・12～13は須恵質。
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第27 図　出土遺物実測図（縮尺1/3）
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番号 遊廓・町に 種 別｜ 器 種 大 子 予 示戸 乱扁　 製作技法･調整・施文 胎 上　・　焼 成 邑　 調 残 存 率 備　 名
１ ＳＸ１ 製 塩 －　　 －

｜ 外間指頭圧疵 内面丁寧なナデ 盾（雲は） 焼成良好　　　| にぶい黄揖色　I目縁部片　| 土師質
２ ＳＸ１ 製 塩 －　　 －

一 一
一
一 一
－

外間指押さえ 内面ハケメ ･忿（雲は） 焼成良好　　　 にぶい黄褐色 底部片 土師貿
３ ＳＸ１ 製 塩 － －　　 －

翰積摂 内面ナデ 密（雲は一粒砂） 焼成良好　 明褐色 目縁部片 土師質
４ Ｓｘｌ　　製 塩・　－ －

輪積摂 内面ナデ 治 ぼ‘は・粗砂） 焼成良好 にぶい黄褐色 口縁言片 土師質
５ ＳＸ１ 製 塩

一 一製 塩

－　　 －
輪積痕 内面ナデ ロ賢部面取り ぎ（粗砂） 焼成良好 にぷい黄褐色　I｢|縁部片　I 土師町

６ ＳＸ１ －　　 － 一

一　-
一

一 一 一
－

輪憤慨 内面ナデ 丿賢部面取り 密（雲は・粗砂） 焼成良好　I にぶい黄褐色　i口縁部片 土師貿
７ ＳＸ１ 製 塩 － －　　 －

輪積摂 内面ナデ ロ唇部面取り 密 焼成良好　　　　　　 にぶい黄褐色 目縁部片 土師貿
８ ＳＸ２　　製 塩　　－

一 一

－
輪積棋 内面ナデ 雷（粗砂） 焼成良好　　　 ，明褐色 口縁言片 須恵質

９ ＳＸ２ 製 塩 －　　 －
輪積摂 内面ナデ 忿ぐ粗砂） 焼成良好 明褐色 口禄加片 土師質

10 ＳＸ２ 製 塩 －　　 －

- 外間指押さ疋 内間ハケメ 丞（雲は・粗砂〕 焼成良好 明褐色　　　 底部片　　 土師貿
11 ＳＸ３ 製 塩 － －　　 －

翰植摂 内面ナデ 密（雲は・粗砂） 焼成良好　I 明褐色 口 縁 部 片

一 一口 禄 部 片
土師質

１２ ＳＸ３ 製 塩　　－ －　　 －
－　I輪積痕 内血ナデ　　　　　|密（粗砂） 焼成良好　　　 黄灰色 須恵貿

13 ＳＸ３ 製 塩 －　　 － 輪憤摂 内面ナデ 密（粗砂） 焼成良好
一貫 灰 色

口公部片 須恵質
14 ＳＸ３ 製 塩 －　　 － －

輪績摂 内面ナデ 密（雲は・租砂） 焼成良好 にぶい黄褐色 口縁部片 土師質

表10　遺物一覧表

５　 ま と め

調査によって石敷炉３基を検出した。いずれも海岸段丘面での検出であり、西側の山裾開墾面には遺跡

の範囲が及ばないものと思われる。今後の調査で段丘面上での南北の広がりを把握する必要がある。

石敷炉ＳＸ１～３をみると、いずれも元来の平面形態は不明であるが、牒の規格性に乏しく、高い㈱密

集度を保ち、上端レベルが一定ではない敷石の造作が認められるＳＸ１～２と、比較的大 きさの似通う傑

を用い、蝶上端に安定面を作り出して整然と並べようとした敷石の造作が認められるＳＸ３とで構造差が

認められる。検出層序から判断してＳＸ１～２からＳＸ３へと移行する前後関係が存在するものの、大き

な時期差を示すものではないと推測される。共伴製塩土器群は口縁部形態、表面調整から浜禰ＨＢ式後半

期の範躊に含まれるが、製塩土器１～２にみる薄手で浜禰ＨＢ式前半期の形態に近いと思われる個体がＳ

Ｘ１共伴資料に混在い かつＳＸ１～２共伴製塩土器について器厚が７ｍにピークに分布し、口縁部形態

が内屈するものが主体を占める（ＳＸ１ ：２６点／29点、ＳＸ２：１３点／15点、ＳＸ３：８点／14点）こと

に対して、ＳＸ３共伴製塩土器は復元径が比べてやや大きくなり、やや外に開く体部から内屈する口縁部

形態をもつものを新出させ（６点／14点八 かつ器厚が７ｍにピークにもちながらもさらに厚みを増す個体

が増加するなど、遺構の時期差が遺物にも表出する。

ＳＸ４については、共伴製塩土器が存在しないため、その性格、時期は判然としない。石敷形態が船岡

式併行期のものと一見似通っているが、敷石の隅部を明確に意識しており、かつ６世紀後半の遺物を包含

する堆積土を明らかに盛土、整地した上で敷石の造作が認められることから近世建物の雨落ち部分として

捉えた方が妥当かもしれない。

なお、三辻利一氏のご配慮により、11 ～14 の４点の個体について蛍光Ｘ線分析を行ったところ、興道寺

窯出土須恵器との同居匪を示した。詳細は別稿に譲るが、獅子塚古墳から興道寺古頌群へと引き継がれる

古墳時代後期の耳川流域首長集団により継続的な土器製塩が行われた可能性が推測される。

［引 用 ・参考文 献］

網谷克彦　1995　 「松原遺跡の発掘調査」『敦賀論叢（敦賀女子短期大学紀要）第10号』敦賀女子短期大学

網谷克彦　1980　 「11　 松 原遺跡」『福井県嶺南地方の考古学』嶺南地方の考古学を学ぶ会

石部正志　1966　 「考古学的考察　ｌ．製塩遺跡に関する考察」『若狭大飯　一福井県大飯郡大飯町考古学調査報告－』

大飯町教育委員会

入江文敏　1987　 「VI. 付Ｉ　若狭における古墳時代土器製塩についての覚え書き　一大飯町大島浜禰・宮留遺跡の発掘調査からー」

「大飯町文化財調査報告書第４集　大島浜禰 一宮留遺跡」大飯町教育委員会

大森宏 一芝田寿郎　1980　 「Ｖ. 若狭の土器製塩について」「岡津製塩遺跡　一 第１次・第２次発掘調査報告－」

小浜市教育委員会

福井県立若狭歴史民俗資料館　1988 『塩　一生産の歴史　三千年－』

福井県立若狭歴史民俗資料館　1999　 『若狭の古代遺跡　発掘の成果と出土品』

森川昌和　1986　F 若狭地方における製塩土器編年のまとめ」『福井県史　資料編13　 考古一本文編－』福井県
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Ⅶ　興道廃寺遺跡（渕ノ上１区）調査報告

１　 調 査 概 要

調査地は興道廃寺遺跡の北側、及び興道寺遺跡東縁部に位置し、標高約25m の耳川左岸の低位段丘面に

立地する。大正時代に県農事試験場（県園芸試験場）建築に伴って古瓦が出土したことによって古代寺院

址の存在が注目され始め、その後1958年に試験場地内から軒丸瓦がほぼ完形で出土し、該地の小字観音の

畑地から凹面に布目痰を残す多くの瓦片が採集されたことなどによって、地元では「観音畑（廃寺）」と称

され、段丘面の最高位付近に古代寺院の存在が推定されてきたむ。

面積は192m2 である。 第28 図　調査区位置図（縮尺1/2,500）

２　 基 本 層 序

上層から、第１層：黒褐色土（耕作土）、第２層：にぶい明褐色砂嫁土（段丘表層）、第３層：暗オリー

ブ褐色砂質土（段丘構成層）、第４層：暗褐色粘砂土（段丘構成層）、第５層：暗褐色砂傑（段丘構成層）

である。第１層から須恵器杯Ｈ蓋１点、土師器甕１点を採集した。

該址で普遍的に分布する表土下の黒褐色土系の遺物包含騏は、調査地が段丘面の最高位であることから

既に削平されて存在しない。遺構面となる第２層上面は１トレンチ南端付近を標高約25.2m の最高位とし

て２トレンチ北端に向けて標高24.6m まで低下する緩やかな傾斜をもち、かつ３トレンチ西端に向けて標

高24.3m まで低下する傾斜をもつ。第２層下は砂質土、砂㈱が順に堆積し、典型的な段丘上位層の実態を

示している。２トレンチ南端、及び北端では第２層上に耕作撹乱を挟み、撹乱範囲から須恵器杯Ｈ蓋１点、

２ フ



甕５点、平瓦１点、土師器甕16点、製塩土器11点などの多くの破片を採集した。また、３トレンチにみる

第２層上面の人為的な段状平坦面は茶、牛旁などの耕作に伴う削平に伴うものである。

25,0m

- N

25押 匹 ‾ 　25 ぶm

1トレンチ　　　　　　　　　　　　７

下 二 千二千
３ 黒褐色±

4　にぶい黄褐色砂喋土（径～3em 磯多く含む、第２層）
５ 暗オリーブ褐色砂質土 く径～3cm 礦少し混じる、第３層）
６ 暗褐色粘砂士（第４層）
７ 暗褐色砂榛（径～５㎝礎主体．第５層）

０　　　　　　　 ４ｍ

二

詣　 二二二二ぷ≒

第29 図　調査区平面・土層断面図（縮尺1/200）
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３　 検 出 遺 構

調査に際しては、第２層上面に精査の主眼をおいた。検出された遺構は、竪穴建物１棟（ＳＢ１）、柱列

１基（ＳＡ１）、土⑨|犬遺構（ＳＸ１）、土坑４基（ＳＫ１～引 、溝１条（ＳＤ１）、小穴９基（Ｐ１～９）

である。

竪穴 建物

ＳＢ１はやや歪な方形であるものと思われ、建物西縁掘り形の南北軸は23 度西偏する。南北3.64m 、南

縁の一辺が3.68m 、深さ0.27m 。明黄褐色土が混じる黒褐色土を覆土にもつ。床面の標高は約24.8m 。検出

範囲内で中央付近がやや高くなる凹凸をもつ。貼床面はもたず、第３層上面まで掘り抜いて細かい砂質土

面を露出させている。床面に伴う遺物はなく、覆土からいずれも破片で須恵器杯Ｈ蓋12点（１～２）、杯Ｈ

３点（３）、甕７点（４）、壷類２点、不明２点、土師器甕80点（５～フ）、製塩土器102点（８～９）が出

土した。製塩土器８は比較的床面に近いレベルから横位に潰れた状況で出土している。床面南西隅付近の

覆土中に明黄褐色土ブロックが検出されたが、床面にカマドの痕跡は認められなかった。

２８



建物には士坑１基（ＳＫ１）、柱穴２基（Ｐ１～２）、小穴３基（Ｐ３～５）を伴う。

ＳＫ１はＳＢ１西縁中央部で検出した。南北0.74m 、東西0.64m の円形である。深さ0.23m 。埋土に明黄

褐色土ブロックが混じる黒褐色土、明黄褐色砂が混じる黒褐色砂質上をもつ。埋土から土師器甕片８点

（10）、製塩土器片４点（11）が出土した。

Ｐ１～５は円形の掘り形をもつ。底面レベルにばらつきがあり、いずれも黒褐色士からなる埋土をもつ。

明確な柱当たりは認められないものの、Ｐ１～２がＳＢ１の主柱穴を構成レ その配置から調査区外の２

基を含めて建物の対角線上に配されると思われる。Ｐ２埋土から土師器甕片１点、製塩土器片３点が出土。

製塩土器３点の内、２点が製塩土器８と接合関係にある。
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第30 図　ＳＢＩ平面・断面図（縮尺1/50）
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㎜i㎜■■《土層名》

１　黒色±

2　 黒褐色砂質±

3　 暗褐色砂礦土（径～1.5cm篠多く混入）

八立一二☆
《土層名》
１　黒色±

2　 黒色砂質±

3　 黒褐色砂質土

２

３

《土層 名 》

黒色 土

黒 褐色土

《

匹 ブ

゛9《土層名》

(黄褐色土ブロック混入)

暗褐色砂榛上

(径～5cm 燎多く混入)

第31 図　ＳＡＩ平面・断面図（縮尺1/50）

１　黒色±

2　 黒褐色砂質±

3　 暗褐色砂俸土

(径～5cm 壕多く混入)

柱 列

ＳＡ１はＳＢ１の北側で南北３間を検出した。南北軸は磁北に一致する。Ｐ１～５の５基の柱穴によっ

て構成される。Ｐ４がＰ３を切る。いずれも円形の掘り形をもち、径0.7m 内外と収まっているが、底面レ

ベルにややばらつきがある。標高24.7m 前後。いずれも明確な柱当たりをもち、柱痕部分に黒色土、黒褐

色砂質土を、掘り形の部分に暗褐色砂裸土をもつものが多い。出土遺物はない。
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土壇状遺構

ＳＸ１は南北3.24m 、東西検出1.92m の平坦面を検出しか。最大幅0.79m 、最小幅0.24m 、鏝深部0.26m

の溝を平坦面の東側と南側に巡らせることによって外側と区画する。溝は黒褐色土系の堆積土をもち、土

師器甕細片１点が出土しか。東側の溝内側の立ち上がりは5 ～30cm 程の傑を積むようであるが、元位置を

保つのは南東隅付近の２段までの傑積み部分である。須恵器杯Ｂ蓋、皿、平瓦片など律令期の遺物が混じ

る耕作撹乱が上位を覆っており、既に傑積みの大半が失われているか崩されているものと考えられる。平

坦面の断ち割りによって、傑積みの裏込め、及び掘り形が存在しないことを確認した。平坦面東縁部に約

30cm 程の傑を横位に据え、方位を磁北に一致させる２間からなる礎石状の配石を検出した。溝内面の傑積

みの最上位、標高24.8m に位置する。平坦面西側には調査区外に展開するＳＫ１が位置するが、ＳＫ１埋

土最上位に検出幅0.9m 、オリーブ黒色土に砂利ともいえる極めて粗い砂を叩き締めた層を検出しか。丸瓦

片６点（12～14）、平瓦片６点（15）が密に混入しており、この部分はＳＸ１に伴うものと考えられる。
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《土層 名》

黒色土

黒褐 色土



土 坑

ＳＫ １ は南 北3.0m 、 東西 検出0.9m 、

蛇行する溝状 の平 面形である。深さ0.46

m 。埋士から須恵器短脚高坏脚部片 １点、

土 師器甕片48 点 （16 ～17 ）、碗２点 （18

～19 ）が 出土。 ＳＫ ２は南北1.36m 、東

西検出0.72m の隅丸の方形である。深さ

0.19mo S K 3 は東西 検出1.92m 、南北

0.97m の長楕円形。深さ0.１５ｍｏ Ｓ Ｋ ２、

ＳＫ ３と もに底面 まで極 めて浅い。 ＳＫ

３埋 土か ら須 恵器平瓶 １点 （20 ）、土師

器小型 甕 １点 （21 ）、甕片1 点 、婉 １点

（22 ）、製 塩土器片 ４点が出土。 ＳＫ ４は

南北1.63m 、東西0.83m の楕円形。深 さ

0.46m 。

溝

ＳＤ１は北東一南西の方向に展開し、

検出長7.30m 、最大幅2.05m 、最深部0.60

m 。検出南西端で南東に折れる様相を確

認した。船底状の断面形をもち、10cm ま

での牒が混じる黒褐色土、10 ～50cm まで

の傑が多量に混じる黒褐色砂質土、オリ

ーブ褐色土を埋土にもつ。埋士からいず

れも破片で須恵器杯Ｈ蓋５点、杯Ｈ２点

(23)、甕６点、壷類２点、瓶類１点(24) 、

器台脚部２点(25 ～26) 、不明２点、土

師器甕39 点(27) 、製塩土器13 点が出土

した。南西端付近で溝の立ち上がりに洽

って貼り付けている状況にある傑１点を

確認したが、それが全面にわたる様相は

認められない。
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小穴

ＳＢ１、ＳＡ１を構成しないものに９基（Ｐ１～９）がある。いずれも円形の平面形をもち、Ｐ７～９

には柱当たりを残す。Ｐ１埋土から須恵器杯Ｂ蓋片１点、土師器甕片１点、Ｐ２埋士から須恵器壷蓋１点

（28）、P3 埋土から土師器甕片１点、Ｐ５埋土から須恵器杯Ｈ蓋片１点（29）、P6 埋土から土師器甕片１

点、Ｐ８埋士から土師器甕片５点、製塩土器片17点が出土した。

３ １
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表11　 遺構一覧表

４　 出 土 遺 物

１～２は須恵器杯Ｈ 蓋天井部片。 外面 にヘラ切り痕が残る。 ３は須恵器杯Ｈ 口縁 部片。受部から短 く内

傾して短くのびる口縁部をもつ。４は須恵器甕胴部片。外面 に平行文叩 乱 内面に当 て具痕が残る。 ５～

フは土師器甕口縁部片 。いず れも緩やかに外反する。 ７内面は凹面 をもつ。 ８～９は製塩土器片。 ８は丸

底の底部から丸みを帯 びて立 ち上がり、やや外反し か後、まっ すぐ口縁 部に至る。口唇部は鋭く収める。

口縁 部外面 に１～２条 の輪積み痕を残し、全体的に縮 みによる割れが残る。内面は ナデ。９は外面 に明瞭

な輪積痕を残し、内面は強い ナデを施す。 10は土師器甕胴部片。外面 に細かい ハケメ、内面 にケ ズリを施

す。1 刊よ製塩土器口縁部片。器壁は薄く、端部を鋭く収める。 外面 に輪積み痕 を残し、内面 に強いナデを

施す。 12～14 は丸 瓦片。 12は凹面に布 目を残し、糸切り痕が明瞭に残る。凸面にはヘラ状工具による端面

に平行した幅の広い ナデ消し痕が残る。狭端面はナデ によって調整する。 13は凹面に布 目を残し、側面 に

平 行する 袋縫いした布綴じ合 わせ目が残る。凸面は側面 に平行に、ヘ ラ状工具による平行文叩 き痕のナデ

消 しを施す。 14は凹面に不定方向のヘ ラ削 りするこ とによって布 目を消 す。凸面は13 と同様。狽り面 は凹凸

両側縁と もに面取 りを行う。 15は平瓦片。凹面全体に布 目、模骨 痕を残し、側面に平行する袋縫いした布

綴じ合わせ目が残る。凸面 は端面 に平行してヘ ラ状工具で弱く縄 目叩 き痕の弱い ナデ消しを施す。側面は

凸側縁 をヘ ラ削りによって面取 りする。 16～17 は土師器甕口縁部片。強 く屈曲する口縁部をもち、外方に

まっすぐ のびる。 16の器壁 は極めて薄 く、17 は やや厚手。 18～19 は土 師器椀 。 18は口径11.５ｃｍ、器高

4.８ｃｍ、19 は口径13.８ｃｍ、器高4.８ｃｍ。平底 の底部から、強い丸みを もっ て立ち上がる。体部外面は連続す

る細かいハケメを、内面は強いナデを施す。 18内面は黒色処理する。 19口縁端 部は肥厚する。20 は須恵器

平瓶体部片。外面底部に回転ヘラ削 りを施す。 21は土 師器小型壷体部片 。肩部をもち、 丸く底部 に至る。

底部は尖底気味。極めて粗製であり、外面体 部に指押さえ痕が残り、内面体部は粗雑 なナデを施す。 22は

土師器杯 と思 われる個体片。底部が緩やかな丸みを帯びて立ち上が り、端部を鋭 く収める。土器胎土が精

製されており、底 部内面に放射線状暗文らしい線文 を施す。 23は須恵器杯Ｈ 口縁部片。上 方に短 くまっす

ぐのびる口縁 部をもつ。 24は須恵器瓶類底部片。高台は外側で接地する。 25～26 は須恵器器台脚部片。脚
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部端部は下方に折り返して丸くおさめる。外面は２条の沈線と１条の突線で区画し、波状文を施す。 27は

土師器甕胴部片。器璧は厚く、外面にハケメ、内面にケズリを施す。 28は須恵器壷蓋。口径9.８ｃｍ、器高

2.８ｃｍ。扁平な天井部をもち、緩やかに口縁部に至る。端部は丸く説く収める。天井部内面に当て具疸が残

り、外面はヘラ切り後、渦巻状のヘラ描きを施す。作的よ精巧。 29は須恵器杯Ｈ蓋口縁部片。外面肩部に

明瞭な稜を残さず、緩やかに口縁部に至る。端面には凹線が残る。

番号 遺構・層位 ぶ゙ U「1　4U　al　法 量 （cm） ，　　　　　階|Jjかを七’土jUしyらし　　　　　　　　i 以　j-　　卜λ ¶¶- 色　調 残 存 率 團　考
匹XJ ド ゛ 日径 器高Ｉその他

１ ＳＢ１頂上 須恵器 杯Ｈ蓋　一一　－｜　－ 天井部外面ヘラ切り未調整 やや祖（長石多） 焼成良好 灰色 天井部2/3

２ ＳＢ１覆土 須恵器 杯Ｈ蓋 ‾｜ ‾
天井部外白ヘラ切り未調整 やや祖く長石影　焼成良好 黒色 天井部1/3

３ ＳＢ１厦上　　| 須恵器 杯Ｈ
－ 密（長石・石英・雲母・祖砂） 焼成不良I黄灰色 口縁部片

/1
Ｓ Ｂ １ 趾 上

一 一Ｓ Ｂ １ 覆 土

須恵器 売
一

一 一
－

外面平行丈叩き 内面同心円文皿ljき　　　　　密 焼成良好　　　　　　　　 臨胃灰色　　　 胴祁片 一 一
－
ａ

土師器　売 一　　　　　　　　　　　　　　　　 冨 焼成良好 浅黄栓色　　･ 口禄部片

６ ＳＢ１覆上 土師器　亮　　 － |密 焼成艮好
に ぶ い 黄 褐 色

--に ぶ い 黄 褐 色

口 禄 部 片

一 一口 縁 部 片
- 一段 状 口 縁

７ ＳＢ１覆土 土師器 晏　　 ー｜
＿
｜　‾
口径部内圓２粂の凹線 密 焼成良好

８
Ｓ Ｂ １ 陵 土

一 一Ｓ Ｂ １ 覆 土

一 一Ｓ Ｂ １ － Ｓ Ｋ １ 理 工

製 塩 土 器

一 一製 塩 土 器

一 一土 師 器

16.8　15.5 輪積疸 内面ナデ 密 焼成良好 片揖色 3/4

９
一見

一

一 一
－

輪積疸 内面ナデ やや祖（長石一石英若干） 焼成良好　 浅黄栓色 口織部片

10
外而細かいハケメ 内面ケスリ　　　　　　 否（言母郵　焼成良好 にぶい黄褐色　 胴部片

Ｈ

- １２

ＳＢ１－ＳＫ１理上製塩土器｜ 一

一 一
－

一　輪積疸 内面強いナデ　　　　　　　　 冊（三母多） 焼成良好 にぶい黄褐色 回禄部片
一 一破片

一 一
ＳＸ１ 瓦　　 丸瓦　｜ － 凸面ヘラナデ 凹面布目・糸り川 密（長石一利英・雲は） 焼成良好 灰色

13

- 14

Ｓ Ｘ １
一 一
Ｓ Ｘ １

瓦　　 よ瓦　 －｜ － ll‘湛ナデ消し 凹面布目・布綴じ合わせ目 密（長石） 焼成良好 灰白色 破 片
- 一 一
破 片

五 ‾ つU屁　　－｜ －｜　－ 凸面ナデ消し 凹面ヘラ削り 密（長石・石英） 焼成不良　　　　|灰白色

15 ＳＸ１ 瓦 平瓦　｜ －　 － 凸而ナデ消し 凹面布目・糸切り 粘土板桶巻作り密（雲母） 焼成不艮　　　　　　 灰白包　　　I 破片　　Ｉ

16 ＳＫ１埋土 土師器 乱 ＿
亮

内外面ナデ　　　　　　　　　　　I 洽（雲母多｝ 焼成良好 褐灰色　　　lj 縁鄙片

17 ＳＫ１皿.土　　: 土師器 一　内外面ナデ　　　　　　　　　　　　 ぎ（三母多） 焼成長好 浅黄栓色 し]禄鄙八

18

一 一
19

ＳＫＩ皿土 士師器　|閣　! ll.5 4.8 外面ハケメ 内面黒色処理　　　　　　　 ，密（石英一雲母剔　焼成良好 外而にぶい褐色
内面喝灰色

2/3　　1

ＳＫ１埋十． 土師器　椀　　13.8 4.8　－ 外面ハケメ 内面ヨコナデ 密 順’英一雲母多） 焼成良好　　　I にぶい褐色 2/3

一 一一

一一

ＳＫ３埋十． 須恵器 平瓶　　－　－
－

暖部外面回転ヘラ削り 密（艮石） 焼成良好　　　　　　 灰色　　　　 体鄙1/3　1

ＳＫ３皿十． 土師器 小片｣壷
－ － 外面指押さえ 内面粗いナデ　　　　　　 忿（雲母） 焼成良好 灰黄褐色　　 皿部1/3

ＳＫ３皿十 土師器 杯 －　|底部内面暗又？　　　　　　　　　　　 忿 焼成良好 にぶい枡色 体節片

23 ＳＤ１皿土　　I 須恵器 杯Ｈ
密 焼成良好 灰色 口像部片　ｉ

24 ＳＤ１報土 須恵器 瓶類
－ 密 焼成良好 灰色 底部片

25 ＳＤ１埋土 須恵器　|器台　Ｉ －
－ 外向沈線・突似・波状又 宙（長石〕 焼成良好　　　　　　 暗灰色 脚部片

26
Ｓ Ｄ １ 埋 土

- 一 一Ｓ Ｄ １ 埋 土

須恵器　沿台　　－　－
－

外面沈線・突線・波状叉 粗（長石多） 焼成不良　　　　　 灰黄色　　　 脚乱片

27
土 師 器

一 一須 恵 器

一公 恵 器

売　　 －ｉ －
－ 外面ハケメ 内面ケスリ　　　　　　　　 租（長石・石英・雲は多） 焼成良好 にぶい黄褐色 胴部片

28
Ｐ ２ 緑 十

一 一 一一Ｐ ５ 緑 十．

粛蓋　19,8 2.8 －　|外面ヘラ切り 内聞同心円文山て具板　　　　 密（長石） 焼成良好
灰 色

一 一灰 色

完形　　｜
口縁部片　Ｉ

2り 杯Ｈ蓋 密ぐ石英） 焼成良好

表12　 遺物一覧表

５　 ま とめ

調査によって５世紀後半の土坑１基（ＳＫ１）、７世紀前半の竪穴建物１棟（ＳＢ１）、上坑１基（ＳＫ

３）といった古墳時代後期に伴う集落に関連する遺構、及び７世紀後半の土壇状遺構１基（ＳＸ１）、８世

紀前半の溝１条（ＳＤ１）、柱列１基（ＳＡ１）といっか飛鳥期から律令期までに伴う興道廃寺に関連する

と思われる遺構を検出しか。

竪穴建物ＳＢ１は、（正）方形の平面形の対角線上に４本の主柱穴を配する典型的な竪穴建物構造を示し

ている。カマドなどの火処を有さない点を含め、福井県埋蔵文化財調査センタ調査地Ｂ区ＳＨ０１と共通

しており（鯵本2002）、遺跡内の古墳時代後期の普遍的な竪穴構造であるものと考えられる。福井県埋蔵文

化財調査センタ調査地の調査内容を合わせて集落立地を考慮すれば、該期には興道廃寺推定地付近の段丘

面北東縁部の高位面むを積極的に選地した集落形成が行われたものと推測され、1998 年に美浜町教育委員

会が実施した遺跡分有調査おにおいて把握した、古墳時代後期の遺物採集が本調査地周辺に限定されるの

に対して律令期以降の遺物散布域が南西に向かって大きく広がる動向とも重複する。自然流路、低位面を

挟んで西側高位面における興道寺古墳群の立地、東側高位面における興道寺遺跡の立地にみる墓域と居住

域との区分けが明瞭である。

興道廃寺に関連すると思われる柱列ＳＡ１、土壇状遺構ＳＸ１、溝ＳＤ１について、ＳＸ１平坦面上に

何らかの建物施設が存在し、またＳＤ１が寺院推定地内を走るものと推測されるが、現段階での各遺構の

性格付けは困難であり、周辺の調査を踏まえて検討したい。なお、ＳＡ１の南北軸、及びＳＸ１味E縁礎石

状配石の南北軸が磁北に一致する点で、土井ノ上１区竪穴建物ＳＢ１～２、掘立柱建物ＳＨ１などの該期

建物方位と共通し、平城I ～II型式併行期を中心とした７世紀後葉から８世紀前半までの該地における建

物方位の特徴として抽出できるものと考えられる。
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註

往１

託２

証３

註４

先学研究に出土、採集の軒丸瓦、軒平瓦の検討、分析がある（水野1987 ）。

興道廃寺遺跡内において過去に行われた調査を以下のとおり、区分した。

観音　１区　　1998 年調査　内容確認による試掘調査（既報）

渕ノ上１区　　2002 年調査　（本報告本章）

本報告　 八 註２参照。

美浜町教育委員会が1998 ～1999 年 に実施。未報告。

［引用 ・参 考文 献］

鯵本派友美　2002　 「興道寺遺跡」『第17回発掘調査報告会資料』福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

松葉竜司・鯵本直友美　2002　 「7. 興道寺遺跡」『福井県嶺南地方の考古学丿嶺南地方の考古学を学ぶ会

松貪朧司　2002　 「8. 興道廃寺遺跡」『福井県嶺南地方の考古学』嶺南地方の考古学を学ぶ会

水野和雄　1987　 に ．興道廃寺」臼ﾋ陸の古代寺院　その源流と古瓦』北陸古瓦研究会
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VⅢ　寺山古墳群（１号墳）調査報告

１　 調 査 概 要

調査地は久々子湖畔北東に位置す

る飯切山東側の標高約10 ～13m の山

裾部に位置する。古くより横穴式石

室が露出していたことから、佐支神

社から瑠璃寺背後に３基の古墳の存

在が知られていた。調査墳である１

号墳は墳丘南側の主取り、飯切山山

頂への歩道整備によって既に地形が

改変され、北側は墳丘裾部付近まで

大規模な主取りが及び、墳丘主の流

出、横穴式石室の露出を招いている。

２号墳は露出石室の主に巨木が植生

し石室を押し潰し 墳丘主の大半が

流出する。３号墳は小規模な土取り

により石室前面が削り取られ、岩盤

が露頭する。

古墳群に伴う資料を美浜町教育委

員会が保管している。須恵器杯Ｈ蓋
第36 図　調査区位置図（縮尺1/2,500）

２点 （１～ ２）は不時発見資料であ り、出土年月、正確 な出土地 は不明。飯切 山裾 を切る集落道路建設 に

伴って出土 した ものと思われる。　１は口径13.２ｃｍ、器高5.０ｃｍ。 2 は口径14.４ｃｍ、器高5.４ｃｍ。いず れも外

面肩部に明確 な稜を残 さず、丸みを帯 びて口縁部に至 る。天井部外面 に回転ヘ ラ削 りを施す。 ６世紀末頃

の所 産。同図須恵器横瓶 （３）は昭和10 年 に寺山から出土。 ３は体部前面 に細かい カキ目調整を施す。７

世紀前半の所 産。

／ ｙ

∠ノき
0　　　　　　　　　　　10cm
－

-

第37 図　伝古墳群出土須恵器実測図（縮尺1/3）
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該地には６世紀後半から７世紀前半までの群集墳形成があったものと推測されるが、調査地周辺では佐

支神社、瑠璃寺などの寺社建造物建築などに伴って従前、大規模な土取りが行われており、現存する３基

を除いて大半の古墳が消滅したものと考えられる。将来的な本格調査の可能性を後に残しつつ、保存状態

が極めて悪い１号墳について墳丘、埋葬施設の様相を把握するために試掘調査を実施した。

写真４　２号墳 写真 ５

.･ ･.･　　:ii.

3 号 墳

２　 現況 地 形

本来の旧地形は東、または南東に向けて低下する緩斜面であったものと考えられるが、北側、及び南西

側か既に削平され、古墳が辛うじて現存する状況にあるなど詳細は分からない。口碑によれば、この付近

の岩盤となる花岡岩風化上が建物壁土に適しているため、古墳周辺が絶えず小規模な土取りを受けたよう

であり、現代瓦、プラスチック容器が散乱するなど現代に至るまで継続的な土地改変があったことが伺え

る。調査に際して等高線幅0.2m とする現況地形測量を行った。標高約10m 付近に、墳丘東側裾部が認めら

れる円墳である可能性を感じたが、

現地形に墳形、規模の反映は認め

られない。

調査前の石室の現況は左 側壁が

石材転用 によって全て失われ、標

高約11m 前後に奥壁、奥壁寄りの　　jQ

右側壁の上位が露出していた。さ

らに石材転用、盗掘などの名残を

示す天井石に相応しい巨石が石室

内、石室外東側に散乱していた。

あるいは石室西側には巨木が植生　　 二三]樹木

し、左 側壁を内側に押し出してい

る。開口部付近は山頂に至る歩道

が整備されており、調査前にその

様相を確認できなかった。

０　　　　　　　　　　　　　　 ８ｍ

第38 図　１号墳地形測量図（縮尺1/200）

３　 検 出 遺 構

地形測量から墳丘東側裾部と想定された部分を含み、石室の東側に約3.２ｍＸ約1.5m のトレンチを設定し

て表土の腐葉土を除去したところ、トレンチ北西隅で傑群を検出したため、トレンチをさらに南にずらし、

東に約2.9m 延長した。また、前述のとおり左側壁が既に失われていることから、この墳丘トレンチから連

続する床面精査のためのトレンチを設定して南に掘り進めたが、右側壁が巨木根の影響で大きく内傾する
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など、作業の安全を確保する上で床面の検出は奥璧から約2.6m までに留めた。なお、石室開口部の様相を

確認するために約１ｍ四方のトレンチを合わせて設定した。調査面積は8 m2． 調査によって１号墳の石室

の一部と墳丘部分東側の様相を確認した。

墳丘

標高約9.5m に墳丘東側裾部が残存する推定径約10m 程の円墳と考えられる。

トレンチの東端、標高9.5～9.7m に蝶群を検出した。 20cm内外の円牒、角傑を約0.5m の幅に密に並べる

ように分布レ 部分的に二段に積む。東側の墳丘外に構成材と思われる㈱が散在する。姉群の内側には標

高9.6m まで暗褐色砂質土、暗褐色土によって裏込めするように墳丘基底部を形成する。

墳丘止は石室から東に約3.2m までが全て消失し、標高10m 前後に岩盤となる花岡岩風化上が露頭する。

前述の傑群内側の裏込め止上位に標高9.9m まで傑混じりのにぶい黄褐色土を盛土する。㈱群東側の墳丘外

には岩盤止を掘り残したテラス状の平坦面がみられることから周溝の存在は考えられない。

石室構築に伴い岩盤を掘り込んだ墓坑の一部を右側璧の最北部分で検出しか。岩盤の花岡岩風化土を二

段に掘り込み、褐色、黄褐色系の砂質土を裏込めする。

埋 葬施設

磁北から６度東偏する南北方向に主軸をもつと思われる横穴式石室であり、南に開口する。

石室規模は奥璧から開口部石積み内側までの長さ推定約5.0m 、石室幅奥壁付近0.75m 、石室現存最大高

1.77m である。石室使用石材は全てチャート。周辺にはチャート岩盤の露頭が認められることから、近接

地より運ばれたものと推測される。

石室構造は、奥壁で１石が残るのみであり、縦約1.3m 、横約1.0m の「鏡石」ともいえる巨嫁を縦位に墓

坑に直接据えている。右側壁基底部は、奥璧から３石目、４石目が基底石に相応しい大ぶりな篠を縦位に

据え、奥璧から１石目はさらに小ぶりな諜を横位に二段積みすることによって目地を合わせようとするが、

奥壁から２石目が縦約1.2m の巨嫁を縦位に据えるためにここで目地は揃わない。この上面と目地が揃うの

は他石の三段目上端である。二段目以上は横位に㈱を積み上げてゆくものの明確に目地を揃えようとした

整然性は認められない。四段目以降にさらに大ぶりな慄を積み上げている。全体的に雑然とした積み方を

しており、傑間に5 ～10cm 程の角傑の小口積みを多用する。右側壁の立ち上がりは、最奥部で元位置を保

っており、上方を若干持ち送りながらほぼ垂直に立ち上げる。しかし、巨木根により南側に近くなるほど

上位が内方に押し出され、下位が外方に引き出される断面を示し、全くその元位置を留めていない。

床面は墓坑上に暗褐色砂質土を埋め込むことによって構成される。崩落天井石の重力によって床面が部

分的に失われる。床面の平面構造は不明。床面上には10 ～20cm 程の５点の角㈱がのるが、傑床構成材では

なく、棺台の一部であると推測される。

石室開口部において左側壁の一部と思われる１石を検出したが、元位置を保っていない。内部には10～

20cm 程の円傑、角綿を含む、よく締まった褐色系の砂質土を充填する。包含牒は閉塞石のように密に積み

重ねたものではないが、充填土は非常によく叩き締められており、開口部の閉塞のために行われたものと

推測される。

３９
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第40図　１号墳石室図（縮尺1/50）

４　 ま と め

調査によって１号墳の横穴式石室の一部、及び墳丘東側の一部を検出した。

今回の調査では古墳に伴う副葬遺物が出土しておらず、石室構造に不明な点が多いため、明確な時期を

押さえることはできないが、石室幅の減少、奥壁基底部の１石による構成、石室石材の大型化、側壁持ち

送りの希薄さなどといった石室構造の要素を考慮して、１号墳は７世紀前半の時期に帰属するものと推測

される。

墳丘東側裾部の傑群については、従属墳の埋葬施設とする竪穴系小石室の床面と捉えるにはプランが不

明瞭であり、また外護列石と扱うには石材も全体的に小ぶりで明確な石積みが認められないことから墳丘

外との区画、墳丘土留めのための目的で配されたものと推測される。

寺山古墳群被葬者層は、眼下に展開する製塩遺跡である久々子遺跡の経営母体に求められる。

［参 考 ・引 用文 献］

田辺常博　1997　 「5. 若狭地方の横穴式石室をともなう後期古墳（円墳）について」『三方町文化財調査報告書第15集

保谷墳墓群矢竹古墳群　一県営ふるさと農道緊急整備事業にともなう発掘調査－』三方町教育委員会

到

－

‐

‐

‐

－
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図版１　興道寺遺跡（中ノ丁１区）

調査前現況（南西から）　　　　　　　　　　　　　　　　 調査区北壁土層断面

調査区全景（東から）　　　　　　　　　　　　　　　　　 調査区全景（西から）

ＳＢＩ検出（南から）　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ覆土篠埋没（北から）

ＳＢＩ床面検出（北から）　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＢＩ床面遺物出土　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ



ＳＢＩ完掘（西から）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ－ＳＸＩ検出

図版２　興道寺遺跡（中ノ丁１区）

ＳＢＩ－ＳＸＩ煙道部完掘　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ－ＳＸＩ覆土層序・遺物出土

ＳＢＩ－ＳＸ２検出　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ－ＳＸＩ・ＳＸ２検出

ＳＢＩ－ＳＸＩ断ち割り　　　　　　　　　　　　　　ＳＢＩ一ＳＸＩ ・ＳＸ２掘り形検出



図版３　興道寺遺跡（中ノ丁１区）
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調査前現況（南から） 表土除去

１トレンチ遺構検出（東から）　　　　　　　　　　　　　 ２トレンチ遺構検出（東から）

ＳＢＩ床面検出（北から）　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ完掘（北から）

ＳＢＩ覆土遺物出土　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ覆土土師器甕出土

図版４　藤ノ木遺跡



図版５　藤ノ木遺跡

ＳＢＩ覆土製塩土器出土Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ覆土製塩土器出±2

ＳＫＩ完掘（北東から）

ＳＢＩ覆土製塩土器

５

ＳＢＩ覆土須恵器杯Ｈ蓋　　　 ＳＫＩ埋土土師器甕

ＳＤＩ完掘（南東から）

ＳＤＩ埋土須恵器甕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ覆土土師器甕

２



調査前現況（西から）

調査区全景（東から）

S K10 埋土土層断面

SK12 埋土土師器壷形土器

第１層土師器甕形土器

S K11 埋土土層断面

SK13趾土闘ﾐﾆﾁｭｱ 掻

調査区土層断面

S K10 ・ S K11 完掘（西から）

P36 埋土土師器甕形土器

根痕

第１層磨石

図版６　竜沢寺遺跡



図版７　興道寺遺跡（土井ノ上２区）

調査前現況（西から）　　　　　　　　　　　　　　　　　 調査区北壁土層断面

遺構検出（西から）　　　　　　　　　　　　　　 遺構完掘（東から）

ＳＫＩ完掘（東から）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＫＩ埋土土層断面

１

ＳＫＩ埋土須恵器甕　　　　　　 ＳＫＩ埋土土師器甕　　　　　　ＳＫ２埋土須恵器杯Ｂ
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図版８　興道寺古墳群（中町２区）

調査前現況（南西から）　　　　　　　　　　　　　　　　 １トレンチ南壁土層断面

２トレンチ南壁土層断面　　　　　　　　　　　　　　　　 ３トレンチ南壁土層断面

４トレンチ南壁土層断面　　　　　　　　　　　　　　　　 ５トレンチ南壁土層断面

６トレンチ南壁土層断面　　　　　　　　　　　　　　　　 フトレンチ南壁土層断面



図版９　早瀬遺跡

遺跡遠景（飯切山から臨む）　　　　　　　　　　　　　 １トレンチ調査前現況（南から）
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21 レヽンチ調査前現況（南から）　　　　　　　　　　　 ３～４トレンチ調査前現況（北から）

１トレンチ南壁土層断面　　　　　　　　　　　　　　　　 ２トレンチ南壁土層断面

３トレンチ南壁土層断面　　　　　　　　　　　　　　　　 ４トレンチ南璧土層断面



１トレンチ完掘（東から）

２トレンチ完掘（北から）

ＳＸＩ製塩土器出土

ＳＸＩ検出（東から）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＸＩ製塩土器出土

ＳＸＩ断ち割り ＳＸ２検出（北から）

図版10　 早瀬遺跡



図版11　 早瀬遺跡

ＳＸ３検出（北西から）　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＸ３爆被熱

ＳＸ３検出（北東から）　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＸ３検出（南西から）

ＳＸ４検出（北から）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＸ４検出（西から）



２トレンチ被熱面検出
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図版12　 早瀬遺跡



図版13　 興道廃寺遺跡（渕ノ上１区）

興道廃寺遺跡近景（北から）　　　　　　　　　　　　 １・２トレンチ調査前現況（北から）

３トレンチ調査前現況（東から）　　　　　　　　　　　　　　 ２トレンチ西壁土層断面

１・２トレンチ全景（北から）　　　　　　　　　　　　 ３トレンチ全景（西から）
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図版14　 興道廃寺遺跡（渕ノ上１区）

ＳＢＩ検出（南西から）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ覆土土層断面

ＳＢＩ床面検出（北から）　　　　　　　　　　　　　　 ＳＢＩ覆土製塩土器出±1

ＳＢＩ覆土製塩土器出±2

ＳＢＩ完掘（南西から）

ＳＢＩ完掘（北西から）



図版15　 興道廃寺遺跡（渕ノ上１区）

ＳＸＩ検出・ＳＫＩ完掘（東から）　　　　　　　　　　　　　 ＳＸＩ検出（北から）

ＳＸＩ榛積み検出（東から）　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＸＩ溝埋土土層断面

ＳＸＩ断ち割り　　　　　　ＳＡＩ検出（南から）　　　　　　　　　　 ＳＫＩ埋土土層断面

ＳＫＩ埋土土師器椀出土　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＫ３埋土遺物出土



図版16　 興道廃寺遺跡（渕ノ上１区）

ＳＤＩ検出（南西から）　　　　　　　　　　　　　　 ＳＤＩ完掘（南西から）

ＳＤＩ埋土土層断面　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＤＩ篠埋没（南から）

癩『
１

ＳＢＩ覆土須恵器杯類・甕

５

ＳＢＩ覆土土師器甕

３
　
　
　
　
　

４

亨

や

ＳＢＩ覆土製塩土器



図版17　 興道廃寺遺跡（渕ノ上１区）
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寺山古墳群近景（東から）　　　　　　　　　　　　　　　　　調査前現況（東から）

墳丘東側検出（西から） 墳丘層序

墳丘裾部燎群検出（北から）　　　　　　　　　　　　　　　 墓坑裏込土土層断面

石室奥壁 石室右側壁

図版18　 寺山古墳群（１号墳）



図版19　 寺山古墳群（１号墳）

石室床面検出（南から）　　　　　　　　　　　　　 奥壁・右側壁隅部

右側壁崩落

石室開口部半裁

閉塞石検出（東から）



(2003年3月20日発行)
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この電子書籍は、2003 年３月 20日、美浜町教育委員会が発行した『美浜町内遺跡発掘調査報告

書１ 興道寺遺跡（中ノ丁１区）・藤ノ木遺跡・竜沢寺遺跡・興道寺遺跡（土井ノ上２区）・興道寺

古墳群（中町２区）・早瀬遺跡・興道廃寺遺跡(渕ノ上１区）・寺山古墳群（１号墳）』を底本として

作成しました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用し

てください。 

 底本は、美浜町教育委員会、美浜町立図書館にあります。これ以外にも福井県立図書館、福井

県教育委員会、福井県内の市町教育委員会や図書館、近隣の都道府県教育委員会や図書館、考古

学を教える大学、国立国会図書館などにも寄贈・献本しています。所蔵状況や利用方法は、直接、

各施設にお問い合わせください。 
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発行：美浜町教育委員会 

    〒919-1138 福井県三方郡美浜町河原市８号８番地（美浜町歴史文化館） 

    電話：0770-32-0027 

電子書籍制作日：令和２年(2020)３月 17日 

 

 この電子書籍の底本作成時に他機関等から写真・図表等の提供を受けている場合

がありますが、電子書籍を作成し『全国遺跡報告総覧』にアップロードする上で、

複製権、公衆送信権にかかる許諾を受けていないものについては、該当部分を削除

し、白抜きとしています。これらの写真等の閲覧は底本にて行ってください。 
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